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理事長　中部　謙一郎
理　事　河野　隆二（S47農）
顧　問　清水　進一（S43理 数）　（神奈川茗渓会　会長）
監査室　矢野　正人（S53院修 農）（　　同　　事務局長）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:http://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科（航空宇宙学専攻含む）
電気電子情報工学科
応用化学科
臨床工学科

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科
栄養生命科学科［管理栄養士養成課程］

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■看護学部 看護学科

シダックスフードサービス株式会社

〒150-0041　東京都渋谷区神南1-12-13 渋谷シダックスビレッジ
TEL.03-5784-8831（代表）　FAX.03-5784-8832

学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



育児学級ミニ講座

附属駒場高校生徒との交流
（フロアバレーボール）

小学部　新入生歓迎会

モンゴル教育関係者見学

ちりめん本

中学部修学旅行
（ツリークライミング）

インドからの研修生指導

特 集 筑波大学附属諸学校を巡る（第４回）
筑波大学附属視覚特別支援学校

第42回宿舎祭　やどかり祭
平成28年5月28日（金）〜 29日（土）

司会の五味田理事

ちりめん本を紹介する藤原先生

知っておきたい
　日本発の英語

藤原保明先生
平成28年6月25日（土）公開講座
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一般社団法人 茗渓会　第 5 回 定時総会
平成28年5月26日（木）茗渓会館にて
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一般社団法人

茗 渓 会 第 5 回 定 時 総 会
平成28年5月26日（木）茗渓会館にて

定時総会出席代議員一覧 （敬称略)

筑波大

筑波大

図情橘会

附属校

北海道

北海道

青 森

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

茨 城

栃 木

群 馬

松 村 明

山 本 哲 哉

森 茜

小 山 浩

山 本 伸 弘

大 沼 寛

滝 口 孝 之

松 坂 孝

越後谷 真悦

津 田 浩

鈴 木 弘 文

武 井 秀 一

高 瀬 宏 樹

齋 藤 宏 夫

市 川 敏 美



群 馬

埼 玉

埼 玉

千 葉

千 葉

千 葉

文科省

葛 飾

新 宿

中 央

港

八王子

神奈川

神奈川

神奈川

福 島 実

相 澤 鎭 夫

奥 谷 多 作

青 木 寛

内 藤 秀 子

猿 渡 末 治

三 橋 浩 志

渡 㞨 悟

浅 井 一 郎

中 村 穎 司

松 村 直 樹

小 島 和 雄

嵐 寛

小 山 和 夫

佐々木 悦子



神奈川

神奈川

山 梨

長 野

長 野

新 潟

富 山

石 川

愛 知

愛 知

静 岡

静 岡

岐 阜

滋 賀

三 重

本 木 幹 雄

大畑 多津雄

菊 島 良 治

竹 村 和 也

小 口 俊 幸

永 井 成 一

坪 池 宏

久 下 恭 功

川 村 昌 宏

竹 下 裕 隆

熊 野 善 介

齋 藤 浩 幸

大 橋 則 雄

町 田 登

௰ 昭 司



京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和歌山

鳥 取

島 根

岡 山

山 口

徳 島

香 川

福 岡

佐 賀

長 崎

大 分

川 合 英 之

松 本 秀 範

永 井 邦 治

谷 垣 康

土 肥 二 郎

小 倉 健 一

松 本 弘 光

長 尾 隆 史

鍋 井 邦 久

安 永 潔

高 井 信 一

永 沼 真 紀

野 中 通 兼

山 口 千 樹

渚 洋 行
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平
成
28
年
度

茗
渓
会
定
時
総
会

ご

挨

拶

貴
会
か
ら
の
日
頃
か
ら
の
本
学
へ
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
貴
会
の
平
成
28
年
度
の
定
時
総
会
に
際
し
て

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
は
激
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
内
外
の
情
勢
を
振
り
返
っ

て
み
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
実
感
で
き
ま
す
。
世
界
各
国
で
は
暴
力

的
な
テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
安

全
保
障
関
連
法
案
の
成
立
も
全
く
の
無
縁
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ア

ジ
ア
で
は
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
の
感
染
が
拡
大
し
、

多
数
の
感
染
者
と
死
者
が
出
ま
し
た
。
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動

は
激
し
く
、
⚙
月
に
は
関
東
・
東
北
豪
雨
の
た
め
常
総
市
で
鬼
怒

川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
本
学
の
教
職
員
や
学
生
も
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
も
妥
結
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
も
日
本
も
国
境
を
超
え
て
押
し
寄
せ
る
こ
う
し
た
難
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
お
け
る
教
育
、
研
究
、
経
営
・
運
営
に

つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
社
会
背
景
を
し
っ
か
り
と
考
察
し
、
考
慮

し
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
学
の
学
生
達
は
大
い
に
活
躍
を
し
ま
し
た
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
、
柔
道
な
ど
の
世
界
大
会
で

は
本
学
の
学
生
が
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部

は
文
部
科
学
大
臣
賞
に
、
剣
道
部
林
田
選
手
は
第
63
回
全
日
本
学

生
剣
道
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、
Ｅ
．Ｓ
．Ｓ
．は
全
日
本
英
語
デ

ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
年
間
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
一
と
い
え
ば
、

本
学
大
学
院
に
在
籍
す
る
工
藤
公
康
監
督
が
率
い
る
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
も
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

他
に
も
文
武
両
面
に
お
い
て
本
学
学
生
は
し
っ
か
り
と
し
た
成
果

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
第
三
期
中
期
目
標
・
中

期
計
画
期
間
を
迎
え
ま
し
た
。
本
学
は
、
建
学
以
来
の
特
長
で
あ

り
強
み
で
あ
る
⽛
国
際
性
⽜
と
⽛
学
際
性
⽜
を
基
軸
に
、
第
三
期

中
期
目
標
・
中
期
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

一
方
で
国
立
大
学
に
と
っ
て
は
茨
の
道
が
始
ま
っ
た
と
も
言
え

ま
す
。
そ
の
最
大
の
理
由
の
一
つ
は
我
が
国
の
苦
し
い
財
務
状
況

を
反
映
し
た
基
盤
的
経
費
の
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
削
減
で
す
。

本
学
も
各
国
立
大
学
法
人
も
収
入
を
増
加
さ
せ
る
工
夫
、
支
出
を

抑
制
す
る
工
夫
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
に
繋
が
る

工
夫
な
ど
に
真
剣
に
取
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

増
収
を
考
え
た
時
、
昨
年
度
、
優
れ
た
事
例
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
二
年
目
を
迎
え
た
国
際
産
学
連
携
本
部
の
活
動
に
よ
り
、
産

連
収
入
が
前
年
に
比
べ
て
約
三
倍
に
増
え
ま
し
た
。

例
を
挙
げ
ま
す
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
の
特
別
共
同
研
究
事
業
、

米
国
メ
ル
ク
社
と
の
創
薬
研
究
契
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

将
来
の
本
学
の
経
営
基
盤
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
取
組
み

事
例
で
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
と
連
携
し
た
研
究
、
教
育
、
あ
る
い
は
社
会

貢
献
は
、
本
学
に
と
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。
こ
れ
を
拡

大
す
る
た
め
に
は
、
産
業
界
を
は
じ
め
本
学
を
取
り
巻
く
人
や
組

織
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。

そ
の
中
で
も
大
学
と
卒
業
生
、
修
了
生
、
本
学
を
出
ら
れ
た
教

職
員
と
の
繋
が
り
は
最
も
力
に
な
る
も
の
の
一
つ
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
現
在
置
か
れ
て
い
る
校
友
会
の
位
置
づ
け
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
と
と
も
に
、
支
援
（
者
・
社
・
団
体
な
ど
）
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
筑
波
大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

（
仮
称
）
を
強
化
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
外
に
も
多
数
の
自
称
の
同
窓
会
や
校
友
会
組
織
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
所
属
す
る
会
員
諸
氏
は
大
学
か
ら
の
情
報
を
、
ま
た
大
学

と
の
繋
が
り
や
海
外
在
住
の
会
員
間
で
の
情
報
交
換
を
求
め
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
昨
年
度
、
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
呼
ぶ
バ

ー
チ
ャ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

茗
渓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
本
学
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

永

田

恭

介

（
代
理
筑
波
大
学
副
学
長
･病
院
長
松
村

明
)
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
５
回
平
成
28
年
度
定
時
総
会

挨

拶
(要
旨
）

本
日
は
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
ご
多
忙
の
中
、
全
国
各
地
か
ら
ご
出
席
い
た
だ
き
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
の
茗
渓
会
は
、
我
が
国
最
古
の
大
学
同
窓
会
と
し
て
の
伝

統
を
継
承
し
な
が
ら
、
制
度
改
革
に
よ
る
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し

て
か
ら
、
早
や
⚕
回
目
の
総
会
を
迎
え
ま
す
。

先
ず
、
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、
当
初
よ
り
の
本
会
事
業
の
基
本
的

な
⚓
つ
の
柱

①
同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
拡
充

②
公
益
目
的
事
業
の
強
化
・
充
実

③
大
学
へ
の
支
援

は
変
わ
ら
ず
実
施
す
る
と
と
も
に
、
財
政
安
定
の
た
め
に
、
茗
渓
会

拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
ま
す
。

今
回
の
総
会
に
際
し
ま
し
て
、
茗
渓
会
自
身
が
当
面
す
る
現
状
に

つ
い
て
述
べ
、
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

【
茗
渓
会
館
の
利
活
用
】

昨
年
の
総
会
時
に
、
後
任
テ
ナ
ン
ト
と
最
終
折
衝
段
階
に
あ
る
と

報
告
致
し
ま
し
た
。
昨
年
⚙
月
に
、
(株
)シ
ー
ズ
ン
と
定
期
建
物
賃

貸
借
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
後
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
選
定
に

際
し
て
は
、
会
館
を
従
来
ど
お
り
、
会
員
や
関
係
者
が
利
用
し
や
す

く
、
旧
会
館
の
調
度
品
、
備
品
等
も
利
活
用
し
て
、
先
人
の
レ
ガ
シ

ー
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
重
視
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
茗
渓

会
館
を
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
る
茗
渓
人
の
志
の

こ
こ
ろ
ざ
し

故
郷

ふ
る
さ
と

と
し
て
、

ま
た
勇
気
が
も
ら
え
る
処
と

と
こ
ろ

し
て
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
た
い
と
望
ん

で
い
ま
す
。
何
か
に
つ
け
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本

会
事
務
局
を
お
尋
ね
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
新
法
人
発
足
⚓
年
を
経
過
し
て

レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画

】(答
申
)

本
年
⚑
月
、
本
会
企
画
運
営
委
員
会
の
答
申
は
理
事
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
更
に
、
代
議
員
の
皆
様
に
ご
意
見
や
ご
提
言
を
徴
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
答
申
は
、
茗
渓
会
の
今
後
の
運
営
の
基
本
的
大

綱
と
な
り
、
か
つ
理
事
会
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
代
議
員

の
皆
様
に
は
十
分
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
理
事
会
・
委
員
会
体
制
は
、
円
滑
に
機
能
し
、
ま
た
、
事

務
局
体
制
に
つ
い
て
は
、
大
塚
事
務
所
と
筑
波
事
務
所
が
緊
密
な
連

携
の
も
と
で
、
本
会
の
諸
事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
刷
新

を
図
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
対
応
な
ど
に
齟
齬
の
な
い
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
⚕
％
の

会
員
増
加
、
⚕
％
の
収
益
増
加
、
⚕
％
の
経
費
削
減
を
進
め
る
ʠ
ゴ

ー
・
⚕
・
ｇ
ｏ
作
戦
ʡ
を
推
進
し
、
収
益
の
改
善
を
目
指
し
ま
し
た
。

成
果
と
し
て
、
会
員
及
び
収
益
面
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な
改
善
に
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
経
費
面
で
は
相
当
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
継
続
し
、
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
各
地
域
組
織
等
に
お
か
れ
て
も
、
会
員
確
保
、
会
費
納
入
促
進

の
面
で
特
段
の
ご
尽
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
地
域
組
織
等
の
充
実
・
強
化
】

答
申
の
中
で
、
本
会
と
母
校
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
①
お
互
い

を
尊
重
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
②
お
互
い

の
領
分
を
侵
さ
ず
、
適
切
な
立
場
で
協
調
す
る
こ
と
、
と
要
約
し
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
百
四
十
年
に
わ
た
る
両
者
の
基
本
的
認
識
に
留

意
し
な
が
ら
、
本
会
同
窓
会
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
と
対
応

が
迫
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
本
会
は
教
育
界
の
中
で
の
同
窓
会
組

織
と
し
て
確
固
た
る
柱
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
柱
を
大
切
に
し
つ

つ
、
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
、
教
育
界
以
外
の
業
界
で
の
自
立
的
な

同
窓
の
活
動
を
支
援
し
、
連
携
を
深
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め

る
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
同
窓
支
援

の
活
動
を
新
し
く
大
き
な
柱
と
し
て
打
ち
立
て
る
時
期
が
来
て
い
る

の
で
す
。
母
校
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
会
員
の
た
め
の
同
窓
会

活
動
と
し
て
、
何
が
可
能
か
を
検
討
し
対
応
し
て
い
く
必
要
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

本
会
の
基
本
的
構
造
は
、
地
域
組
織
等
の
合
同
体
と
し
て
成
立
し

て
い
ま
す
。
理
事
会
内
の
組
織
委
員
会
が
本
年
度
の
重
要
事
業
と
し

て
、
中
央
組
織
と
地
域
組
織
等
の
連
携
、
地
域
組
織
等
の
交
流
推
進

な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
、
実
態
調
査
等
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

各
地
域
組
織
等
の
ご
協
力
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

【
財
政
上
の
健
全
化
・
安
定
化
】

本
会
の
収
支
は
、
大
き
く
分
け
て

①
直
接
的
な
同
窓
会
運
営
の

た
め
の
収
支
と
②
資
産
管
理
部
門
の
収
支
の
二
つ
の
柱
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
二
面
性
に
留
意
し
つ
つ
財
政
の
健

全
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
者
の
収
入
は
会
員
の
会
費
で

あ
り
、
支
出
は
会
報
の
発
行
や
各
種
事
業
実
施
の
費
用
等
で
す
。
皆

様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
今
の
会
費
納
入
率
は
15
％
以
下
の
レ
ベ
ル

で
す
。
諸
事
業
遂
行
の
た
め
に
も
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
拡
充
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
し
て
、
更
に
特
段
の
努
力
で
会
員
増
加
・
会

費
収
入
増
加
の
方
向
に
転
じ
た
い
と
切
望
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
組

織
等
に
お
か
れ
て
も
適
切
な
方
策
を
講
ず
る
な
ど
ご
尽
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

後
者
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
本
会
の
保
有
す
る
資
産
は
大
塚
の
土

地
と
茗
渓
会
館
で
あ
り
、
本
会
は
そ
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
こ
の
資

産
を
活
用
し
て
安
定
的
・
持
続
的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
茗
渓
ビ
ル
の
底
地
を
貸
地
と
し
て
の
地
代
収
入
と
茗
渓

会
館
の
建
物
賃
貸
料
が
主
た
る
も
の
で
す
。
一
方
で
現
在
の
茗
渓
会

館
建
設
の
際
の
資
金
と
し
て
、
土
地
の
借
主
か
ら
の
長
期
借
入
金
及

び
保
証
金
を
活
用
し
ま
し
た
が
、
こ
の
実
質
負
債
は
保
証
金
引
当
特

別
預
金
を
設
け
て
、
地
代
の
一
部
を
積
立
て
て
返
済
計
画
を
順
調
に

進
め
て
い
ま
す
。
長
期
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
で
完
済
し
ま

し
た
。

茗
渓
会
館
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
の
二
年
間
の
会
館
収
益
が
無
か
っ
た
経
緯

と
や
や
大
型
内
・
外
装
、
設
備
等
の
工
事
費
の
捻
出
な
ど
も
あ
り
、

財
務
的
に
は
余
裕
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
会
は
、
可
能
な
限
り
経
費
節
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
現
状

で
は
、
ま
だ
財
政
面
で
の
苦
労
か
ら
解
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
諸
施
策
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
年
で
脱
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、
諸
点
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
ま
し
た
が
、
今
こ
そ
自
助
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
、
改
め
て
私
自
身
肝
に
銘
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

本
会
理
事
会
は
、
茗
渓
会
平
成
の
中
興
を
目
指
し
て
、
一
丸
と
な

っ
て
渾
身
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
代
議
員
の
皆
様
、
全
国
地
域

組
織
等
の
皆
様
に
は
、
茗
渓
会
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
特
段
の
ご

理
解
と
更
な
る
お
力
添
え
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
私
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理
事
長

江

田

昌

佑
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
(平
成
28
年
度
)

第
５
回
定
時
総
会
議
事
(要
旨
)

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
⚕
回
定
時
総
会
は
、

平
成
28
年
⚕
月
26
日
(木
)13
時
30
分
か
ら
茗
渓

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
先

立
ち
、
高
野
力
常
務
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
、

代
議
員
総
数
110
名
の
う
ち
、
出
席
60
名
、
委
任

状
に
よ
る
出
席
21
名
、
合
計
81
名
の
出
席
が
あ

り
、
定
款
第
17
条
に
よ
り
定
時
総
会
は
成
立
す

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

江
田
理
事
長
か
ら
⽝
新
法
人
発
足
後
⚕
回
目

の
総
会
を
迎
え
、
今
年
度
も
引
き
続
き
財
政
安

定
の
た
め
⽛
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
を

推
進
し
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
茗
渓
会
館
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年

⚙
月
に
(株
)シ
ー
ズ
ン
と
契
約
を
締
結
し
、
そ

の
後
順
調
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
⚑
月
に
企
画
運
営
委
員
会
が
答

申
し
た
［
新
法
人
発
足
⚓
年
を
経
過
し

レ

ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画

］
は
今
後
の
本

会
の
運
営
の
基
本
的
大
綱
と
な
り
、
理
事
会
運

営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
理
事
長
は
⽛
地
域
組
織
の
充
実
・
強

化
⽜
に
つ
い
て
や
⽛
財
政
上
の
健
全
化
・
安
定

化
⽜
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
今
こ
そ
自
助
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
（
Ｐ
⚕
参
照
）。

江
田
昌
佑
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
筑
波

大
学
永
田
恭
介
学
長
は
公
務
の
た
め
欠
席
さ
れ

た
た
め
、同
大
学
松
村
明
副
学
長
・
病
院
長（
本

会
筑
波
大
学
支
部
長
）
が
来
賓
祝
辞
を
代
読
さ

れ
ま
し
た
（
Ｐ
⚔
参
照
）。

議
長
就
任
、
議
事
録
署
名
人
及
び
開
会
宣
言

定
款
第
15
条
に
よ
り
議
長
に
江
田
理
事
長
が

つ
き
、
定
款
第
19
条
第
⚒
項
に
よ
り
議
事
録
署

名
人
に
は
議
長
及
び
出
席
し
た
理
事
全
員
で
あ

る
こ
と
を
告
げ
、
代
議
員
の
出
席
状
況
か
ら
、

定
款
第
13
条
に
よ
り
、
総
会
が
成
立
し
た
旨
を

告
げ
、
開
会
を
宣
言
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

審
議
事
項

第
⚑
号
議
案

平
成
27
年
度
事
業
報
告
、
収
支

計
算
書
類
及
び
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

高
野
力
常
務
理
事
か
ら
資
料
に
基
づ
き
平
成

27
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

⚑

会
員
状
況

正
会
員

⚑
⚙
、⚙
⚐
⚑
(昨
年
⚒
⚐
、⚕
⚒
⚐
）

登
録
会
員

⚕
⚕
、⚕
⚑
⚗
(昨
年
⚕
⚔
、⚖
⚓
⚐
）

（
⚒
年
間
会
費
未
納
者
を
含
む
登
録
会
員
数
）

⚒

第
⚔
回
定
時
総
会
は
平
成
27
年
⚕
月
21

日
に
開
催
。

⚓

理
事
会
は
年
に
⚘
回
、
開
催
。

⚔

企
画
運
営
委
員
会
は
年
⚕
回
、
組
織
委

員
会
は
年
10
回
、
大
学
つ
く
ば
地
域
支
援

委
員
会
は
年
⚒
回
、
公
益
広
報
委
員
会
は

年
14
回
、
顕
彰
選
考
委
員
会
は
年
⚓
回
、

会
館
特
別
委
員
会
は
年
⚔
回
、
関
連
三
法

人
関
係
の
会
合
は
年
⚑
回
、
監
事
監
査
会

は
⚔
月
に
⚑
回
、
大
学
と
の
連
絡
・
懇
談

会
は
年
⚒
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⚕

公
益
事
業
と
し
て
、
①
学
生
活
動
支
援

事
業
、
②
顕
彰
事
業
、
③
公
開
講
座
、
④

大
学
支
援
事
業
、
⑤
教
職
受
験
対
策
講
座

補
助
等
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
③
の
公
開

講
座
は
本
部
主
催
が
⚔
件
、
支
部
主
催
が

10
件
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

⚖

地
域
組
織
総
会
等
は
、
28
地
域
組
織
等

で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
部
か
ら
24
の
地

域
組
織
等
に
理
事
を
派
遣
し
ま
し
た
。

⚗

追
悼
の
つ
ど
い

⚙
月
⚕
日

参
列
23
名

⚘

筑
波
大
学
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
師
派
遣

11
月

⚑
月

⚙

広
報

季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
の
発
行

⚑
⚐
⚘
⚕
号
(春
号
)
⚑
⚐
⚘
⚖
号
(夏
号
)

⚑
⚐
⚘
⚗
号
(秋
号
)
⚑
⚐
⚘
⚘
号
(正
月
号
)

10

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
募
集

延
べ
応
募
者
数

⚑
、⚓
⚔
⚖

(⚓
月
31
日
現
在
)

②
誌
上
交
流
広
告
応
募
件
数

暑
中
見
舞
い
⚐
件

新
年
賀
詞
交
換
33
件

平
成
27
年
度
収
支
決
算
書
及
び
監
査
報
告
承
認

の
件議

長
か
ら
平
成
27
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び

正
味
財
産
増
減
計
算
書
は
本
総
会
で
承
認
を
得

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
て
い
る
旨
の
説
明
が

あ
り
、
岩
田
敏
昭
局
長
代
理
か
ら
資
料
に
基
づ

き
詳
細
な
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
（
項
目
別
の
収

入
及
び
支
出
は
Ｐ
⚘
の
収
支
計
算
書
を
参
考
に

し
て
下
さ
い
）。

続
い
て
飯
塚
良
成
監
事
か
ら
平
成
27
年
⚔
月

18
日
に
会
計
監
査
と
業
務
監
査
を
行
い
、
次
の

よ
う
な
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

⑴

財
務
諸
表
す
な
わ
ち
貸
借
対
照
表
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
及
び
財
産
目
録
は
、
会
慶

弔
簿
の
金
額
と
一
致
し
、
法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
る
も
の
と

認
め
る
。

⑵

事
業
報
告
の
内
容
は
事
実
で
あ
る
と
認
め

る
。

⑶

理
事
の
業
務
執
行
に
関
す
る
不
正
の
行
為

又
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大

な
事
実
は
な
い
も
の
と
認
め
る
。

議
長
は
、
第
⚑
号
議
案
の
一
括
審
議
を
諮
り
、

全
会
一
致
で
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

高野 力 常任理事

飯塚良成 監事

岩田敏昭 局長代理



第
⚒
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
計
画
(案
)及

び
予
算
(案
)に
つ
い
て

議
長
の
指
示
に
よ
り
、
高
野
力
常
務
理
事
が

資
料
に
基
づ
き
平
成
28
年
度
事
業
計
画
(案
)を
、

岩
田
敏
昭
局
長
代
理
が
資
料
に
基
づ
き
平
成
28

年
度
予
算
(案
)に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

議
長
が
質
問
・
意
見
を
求
め
た
が
、
特
に
な

く
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
賛
成
多

数
（
拍
手
）
で
あ
っ
た
の
で
、
議
長
は
可
決
承

認
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

第
⚓
号
議
案

役
員
の
選
任
（
理
事
24
名
、
監

事
⚒
名
）
に
つ
い
て

議
長
の
指
示
に
従
い
、
役
員
選
考
委
員
会
を

務
め
た
西
川
潔
副
理
事
長
か
ら
、
⚔
月
23
日
に

開
催
さ
れ
た
役
員
選
考
委
員
会
で
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
理
事
及
び
監
事
の
候
補
者
と
し
て

次
の
と
お
り
選
考
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
、
審

議
願
い
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

①
重
任
理
事
候
補
者
と
し
て
は
、
江
田
昌
佑
、

井
口
武
雄
、
西
川

潔
、
高
野

力
、
阿
江

通
良
、
新
井
達
郎
、
鵜
沢

力
、
川
田
孝
一
、

河
本

武
、
五
味
田

優
、
佐
藤

忍
、
柴

田

淳
、
高
橋
基
之
、
田
中
正
造
、
西
川
綾

子
、
福
岡
一
雄
、
宮
尾

徹
、
百
瀬
明
宏
、

守
屋
正
彦
の
19
名

②
新
任
理
事
候
補
者
と
し
て
は
、
大
澤
義
明
、

坂
下
辰
夫
、
渡
部
史
人
、
加
藤
充
洋
、
田
代

淳
一
の
⚕
名

③
重
任
監
事
候
補
者
と
し
て
は
、
飯
塚
良
成
、

田
路
至
弘
の
⚒
名

以
上
の
提
案
に
対
し
て
、
議
長
か
ら
、
⚑
人

づ
つ
挙
手
に
よ
り
選
任
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
す
べ
て
賛
成
多
数
で
あ
っ
た
の
で
、
議
長

は
選
任
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

以
上
で
す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

⑴

レ
ビ
ュ
ー
及
び
中
期
将
来
計
画
に
つ
い
て

レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
高
野
力
常
務
理
事
が
、

茗
渓
会
の
同
窓
会
活
動
に
関
す
る
中
期
将
来
計

画
に
つ
い
て
は
西
川
潔
副
理
事
長
が
、
茗
渓
会

の
経
営
施
策
に
関
す
る
中
期
計
画
に
つ
い
て
は

井
口
武
雄
副
理
事
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑵

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

井
口
武
雄
副
理
事
長
が
資
料
に
基
づ
い
て
、

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
休
憩

以
上
の
議
案
及
び
報
告
が
終
了
し
た
た
め
、

理
事
長
は
10
分
間
の
休
憩
を
と
り
、
そ
の
間
に

室岡和彦 局長代理

新
理
事
に
よ
る
第
30
回
理
事
会
を
開
催
し
た
い

と
の
発
言
が
あ
り
休
憩
に
入
り
ま
し
た
。

諸
連
絡

⑴

会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
、
各
地
域
組

織
か
ら
の
提
出
・
報
告
・
連
絡
文
書
に
つ
い

て
、
室
岡
事
務
局
長
代
理
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

西川 潔 役員選考委員長

井口武雄 副理事長

⑵

筑
波
学
都
資
金
財
団
に
つ
い
て
、
配
布
資

料
に
基
づ
き
石
山
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

⑶

筑
波
大
学
学
生
宿
舎
に
つ
い
て
、
配
布
資

料
に
基
づ
き
武
井
学
生
宿
舎
管
理
事
務
所
長

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑷

茗
渓
学
園
に
つ
い
て
、
配
布
資
料
に
基
づ

き
田
代
校
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑸

平
成
28
年
度
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
地
域

組
織
等
調
査
に
つ
い
て
川
田
組
織
委
員
会
委

員
長
か
ら
地
域
組
織
等
の
実
態
調
査
を
行
い

た
い
と
し
て
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

⑹

東
京
都
茗
渓
会
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
髙

橋
東
京
都
茗
渓
会
会
長
（
本
会
理
事
）
か
ら

今
後
の
総
会
に
お
い
て
⽛
東
京
都
茗
渓
会
⽜

を
⽛
東
京
茗
渓
会
⽜
に
名
称
を
変
更
す
る
予

定
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
再
開

先
ほ
ど
の
理
事
会
で
江
田
昌
佑
が
理
事
長
に

選
任
さ
れ
た
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
退
任
し
た
旧
理
事
（
⚖
名
の
う

ち
出
席
し
た
大
勝
信
明
氏
）
と
新
理
事
（
⚖
名

全
員
出
席
）
ご
逝
去
さ
れ
た
古
藤
昭
子
旧
監
事

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
宣
言

江
田
昌
佑
理
事
長
か
ら
閉
会
宣
言
が
な
さ
れ

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
⚔
階
に
移
し
て

会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
江
田
理
事
長
の
挨

拶
、
出
席
者
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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平成27年度決算報告

貸借対照表
平成28年⚓月31日現在

単位千円

資産の部

Ⅰ 流動資産

現金預金

未収消費税

前払費用

流動資産合計

Ⅱ 固定資産

固定性預金

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

固定資産合計

134,484

0

0

134,484

282,398

698,698

5,016

1,928

758

314,775

1,303,576

資産合計 1,438,061

負債の部

Ⅰ 流動負債

前受金

未払法人税

未払消費税

預り金

流動負債合計

Ⅱ 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕費積立金

固定負債合計

21,755

70

494

10,435

32,755

0

2,094

34,300

1,400,000

1,000

1,437,394

負債合計 1,470,149

正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

△32,088

△32,088

負債及び正味財産合計 1,438,061

正味財産増減計算表
平成27年⚔月⚑日から平成28年⚓月31日まで

単位千円

Ⅰ 一般正味財産増減の部

⚑ 経常増減の部

⑴ 経常収益

① 地代収入

②建物賃貸収入

③ 正会員受取会費

④ 茗渓フェロー会費

⑤ 委託料収入

⑥ 広告料収入

⑦ 寄附金収入

⑧ 退職給付引当金戻入益

⑨ 受取利息

⑩ 駐車場利用収入

⑪ 雑収益

経常収益計

⑵ 経常費用

① 事業費

② 管理費

経常費用計

当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部

⑴ 経常外収益

経常外収益計

⑵ 経常外費用

固定資産除却損

経常外費用計

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

58,900

1,998

27,137

3,594

2,353

3,860

170

2,000

68

1,503

2,077

103,662

24,863

―

142,876

△39,213

0

27

27

△39,241

7,153

△32,088

Ⅱ 正味財産期末残高 △32,088

収支計算書
平成27年⚔月⚑日～平成28年⚓月31日

単位千円

Ⅰ 事業活動収支の部

⚑．事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

フェロー収入

事業収益

地代収入

建物賃貸収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

寄付金収入

雑収入

駐車場利用収入

受取利息収入

その他雑収入

退職給付引当預金取崩収入

退職給付引当預金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

30,732

27,138

3,594

67,111

58,900

1,998

2,353

3,860

170

170

3,649

1,503

68

2,078

2,000

2,000

103,662

84,982

20,510

2,000

105,492

△1,830

Ⅱ 投資活動収支の部

⚑ 財務活動収入

財務活動収入計

⚒ 財務活動支出

① 借入金返済支出

② 保証金返済引当支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

78,483

15,667

0

95,244

△16,761

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

△18,591

120,883

102,292

資産の部

Ⅰ 流動資産

現金預金

未収消費税

前払費用

流動資産合計

Ⅱ 固定資産

その他固定資産

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

その他固定資産合計

500,181

258

500,439

660,369

5,064

2,256

983

314,775

983,449

資産合計 1,483,888

負債の部

Ⅰ 流動負債

未払金

前払金

未払い法人税

預り金

流動負債合計

Ⅱ 固定負債

長期借入金

退職給付引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕積立引当金

固定負債合計

19,757

70

441

20,268

15,666

3,600

36,200

1,400,000

1,000

1,456,466

負債合計 1,476,735

正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

7,153

7,153

負債及び正味財産合計 1,483,888

Ⅰ 一般賞味財産増減の部

⚑ 経常増減の部

⚑ 経常収益

① 地代収入

② 正会員受取会費

③ 茗渓フェロー会費

④ 委託料収入

⑤ 広告料収入

⑥ 寄付金収入

⑦ 退職給付引当金取崩収入

⑧ 満期共済金引当預金
取崩収入

⑨ 受取利息

⑩ 駐車場利用収入

⑪ 雑収益

雑収益計

⚒ 経常費用

① 事業費

② 管理費

経常費用計

当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部

⚑ 経常外収益

経常外収益計

⚒ 経常外費用

固定資産除去損

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般賞味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

58,900

30,131

4,624

2,904

4,278

136

3,061

―

72

1,276

1,528

106,912

105,446

54,525

159,971

△53,058

0

7

7

△7

△53,065

60,219

7,153

Ⅱ 正味財産期末残高 7,153

Ⅰ 事業活動収支の部
⚑．事業活動収入
⑴ 事業活動収入

会費収入
正会員会費収入
フェロー収入

事業収益
地代収入
委託料収入
広告料収入

寄付金収入
寄付金収入

雑収入
駐車場利用収入
受取利息収入
その他雑収入

退職給付引当預金取崩収入
退職給付引当預金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出
事業費支出
管理費
予備費

事業活動支出計
事業活動収支差額

34,755
30,131
4,624

66,082
58,900
2,940
4,278

136
136

2,877
1,276

72
1,528
3,061
3,061

106,912

104,428
17,838
2,000

122,266
△15,353

Ⅱ 投資活動収支の部
⚑ 財務活動収入

財務活動収入計
⚒ 財務活動支出

⑴ 借入金返済支出
⑵ 保証金返済引当支出

財務活動支出計
財務活動収支差額

0
0

20,600
33,000
53,600

△53,600

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

△68,953
189,837
120,883

公益財産支出計画充当減価償却 2,131
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平成28年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
⚑．事業計画のねらい

⑴ 本年度は一般社団法人移行後⚕年目にあたり、将来を見通し、さらに事業を円滑に進めるための計画を実施する。
⑵ 公益目的支出計画に基づいて事業の推進を図る。
⑶ 茗溪会館の利活用を安定・向上させることを重点事業と捉え取り組む。
⑷ 平成28年⚑月の財務審議会答申を受け、継続して将来を見通し事業を展開する。
⚒．事業の目的（定款第⚓条）

会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、学術、文化、
教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資する事を目的とする。
⚓．事業の内容（定款第⚔条）

⑴ 会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業
① 茗渓会拡充キャンペーンの継続実行 ② ホームページの充実による交流促進
③ 追悼のつどいの実施

⑵ 定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業
① 季刊誌⽛茗渓⽜の発行…年⚔回

⑶ 研修会、講演会、公開講座等公衆の教養向上と地域社会への貢献に資する事業
① 公開講座の実施 ② 地域組織等主催による公開講座への助成

⑷ 学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業
① 顕彰事業（社会貢献活動功労者、筑波大学大学院生、筑波大学芸術関係）
② 学生諸活動への助成事業

⑸ 財産の管理・運営に関する事業
① 茗溪会館の利活用を安定・向上させる事業

⑹ 教育の振興、普及活動に資する事業
① 筑波大学側と地域組織等との交流 ② 筑波大学就職ガイダンスへの協力
③ 教職受験対策研修会の開催 ④ 茗溪筑波グランドフェスティバルの共催

⑺ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
⚔．前項の各事業は、全国において行うものとする

平成28年度予算書 平成28年⚔月⚑日～平成29年⚓月31日 単位千円

科 目 28年度予算

Ⅰ 事業活動収支の部
⚑ 事業活動収入
⑴ 事業活動収入

会費収入
正会員会費収入
フェロー収入

事業収益
地代収入
建物賃貸収入
委託料収入
広告料収入

寄付金収入
寄付金収入

雑収入
駐車場利用収入
受取利息収入
その他雑収入

退職給付引当金取崩
退職給付引当金取崩

事業活動収入計

30,732
27,138
3,594

89,136
58,900
23,976
2,400
3,860

100
100

2,771
1,503

68
1,200

0
0

122,739

科 目 28年度予算

⑵ 事業活動支出
事業費支出

給料手当支出
助成金支出
式典費支出
旅費交通費支出
負担金支出
通信運搬費支出
印刷製本費支出
租税公課支出
業務委託費支出
光熱水料費支出
火災保険料支出
修繕費支出
支払利息支出

管理費
事業活動支出計
事業活動収支差額

88,990
24,400
10,800

500
700
270

6,200
4,200

28,000
7,500
2,800

620
3,000

0
17,202

106,192
16,547

科 目 28年度予算

Ⅱ 投資活動収支の部

⚑ 投資活動収入

⚒ 投資活動支出

投資活動計

投資活動収支差額

0

0

0

0

Ⅲ 財務活動収支の部の部

⚑ 財務活動収入

財務活動収入計

⚒ 財務活動支出

⑴ 借入金返済支出

⑵ 保証金返済引当

⑶ 退職給与引当支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

0

0

39,000

592

39,592

△39,592

Ⅳ 予備費支出 2,000

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

△25,045

102,292

77,247
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一般社団法人 茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒教大体)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱

〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9
TEL 03-3259-3111

一般社団法人 茗渓会 副理事長

西 川 潔
筑波大学名誉教授･博士(デザイン学)
(昭和44年教大構成 昭和46年院修美)

〒305-0031 つくば市吾妻3-1-1-109
e-mail : q.nishikawa@gmail.com

一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学数理
物質系教授
研究基盤
総合センター長

新 井 達 郎
(昭和56年博士課程化学研究科修了)

TEL 029-853-4315
arai@chem.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

川 田 孝 一
(昭和39年卒教大総農科)

全国調査へのご協力をお願いします｡

〒194-0045 町田市南成瀬5-29-6
TEL 042-728-5428

連絡先 桜美林大学入試広報センター 相談役
TEL 042-797-6196

一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学
生命環境系教授
教育企画室長 佐 藤 忍

(昭和60年筑波大博士課程生物)

TEL 029-853-4672
email : satoh.shinobu.ga@u.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事
福岡経営労務事務所

所長
社会保険労務士 福 岡 一 雄

(昭和32年卒教大法政)

〒125-0042 東京都葛飾区金町3-27-3
TEL 047-361-2618 FAX 047-361-2643

一般社団法人 茗渓会 理事
筑波大学教授

守 屋 正 彦
􎜁􎜁昭和51年教大芸卒
昭和53年教大院修美 􎜑􎜑

〒305-0005 つくば市天久保4-5-4
TEL 0298-50-3901

一般社団法人 茗渓会 理事
学校法人 茗溪学園

事務局長 柴 田 淳
􎜁􎜁昭和52年教体卒
昭和56年筑修体 􎜑􎜑
〒305-8502 つくば市稲荷前1-1

TEL 029-851-6611

一般財団法人 筑波学都資金財団

理事長 田 中 正 造
(昭和36年卒教大・健)

〒305-0005 つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5152

学校法人 茗溪学園
茗溪学園中学校高等学校

理事長 中 川 喜久治
校 長 田 代 淳 一

(昭和59年筑波大修士教育研究科･理科)

〒305-8502 つくば市稲荷前1-1
TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会

常務理事
事務局長 髙 野 力

(昭和48年教大農木工)

〒270-2231 千葉県松戸市稔台3-23-15
TEL 047-367-2198

一般社団法人 茗渓会 理事
株式会社 ユーハイム

代表取締役
会長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学科)

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6-2-9

飯塚公認会計士･税理士事務所

公認会計士・
税理士 飯 塚 良 成

(茗渓会監事)
（事務所）
〒227-0054 横浜市青葉区しらとり台14-7
TEL 045-988-0846 FAX 045-988-0847

mail :nqf46967＠nifty.com

長野県支部

支部長 小口 俊幸 􎜀􎜀昭和54年第二学群比較文化学類 􎜐􎜐
事務局長 梅村 泰代 􎜀􎜀昭和57年第二学群比較文化学類 􎜐􎜐

長野県松本深志高等学校内
TEL 0263-32-0003

※支部一同頑張っております｡

新潟茗渓会

会 長 永 井 成 一 􎜀􎜀昭和41年教大法政 􎜐􎜐
事務局長 長 田 裕 􎜀􎜀昭和59年筑体 􎜐􎜐

TEL･FAX 025-277-5317(事務局長宅）
今年度予定：
7/2総会、10/15研修会、2/25研修会

大阪茗渓会

会 長 松 本 秀 範 􎜀􎜀昭和53年修士林卒 􎜐􎜐
大阪歯科大学特任教授
〒573-1121 大阪府枚方市楠葉花園町8番1号

理事長 岡村 多加志 􎜀􎜀昭和55年筑一群自然卒 􎜐􎜐
大阪府立生野高等学校校長
〒580-0015 大阪府松原市新堂1丁目552

広島県支部

事務局長 大 辻 明
(昭和47年体育学部)

〒733-0842 広島市西区井口鈴が台2-9-11
TEL 082-277-9389

大先輩がここ数年で相次いでお亡くなりになり､
筑波大卒業生の積極的参加を期待しています｡

平成28年(2016年)

一般社団法人 茗渓会

暑中お見舞い申し上げます



⚑

学
校
目
標
と
教
育
方
針

◆
障
害
の
克
服

本
校
は
視
覚
に
障
害
が
あ
る
幼
児
・
児
童
及
び
生
徒
に
対
し
て
、

障
害
を
克
服
し
、
人
間
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
図
り
、
積

極
的
に
社
会
に
参
加
し
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幼
児
・
児
童
及
び

生
徒
の
有
す
る
感
覚
を
有
効
に
活
用
し
、
個
人
の
自
主
性
と
個
性

を
尊
重
し
て
、
社
会
生
活
に
お
け
る
自
主
的
な
思
考
力
・
判
断
力

並
び
に
積
極
的
な
行
動
力
を
養
い
、
主
体
的
に
社
会
に
参
加
し
て

い
く
た
め
の
知
識
・
技
能
・
態
度
及
び
習
慣
を
養
う
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
方
針

幼
稚
部
か
ら
高
等
部
普
通
科
は
、そ
れ
ぞ
れ
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
と
同
じ
ま
た
は
準
じ
た
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
と
し
、
専
攻
科
は
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
鍼
、

灸
師
の
国
家
資
格
取
得
、
理
学
療
法
士
の
国
家
資
格
取
得
、
音
楽

に
お
い
て
高
い
専
門
性
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⚒

教
育
活
動
と
特
色

全
盲
児
童
・
生
徒
は
学
習
の
手
段
と
し
て
、
点
字
を
使
用
、
ま

た
、
実
物
教
材
や
模
型
な
ど
の
触
察
教
材
を
は
じ
め
と
し
て
、
全

盲
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
様
々
な
教
材
・
教
具
を
活

用
し
て
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

弱
視
児
童
・
生
徒
は
、
主
と
し
て
普
通
文
字
を
使
用
し
て
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
見
え
方
に
配
慮
し
た
学
習
環
境

を
設
定
し
、
拡
大
教
科
書
や
拡
大
教
材
を
使
用
、
ま
た
、
弱
視
レ

ン
ズ
や
拡
大
読
書
器
な
ど
の
補
助
具
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

教
科
学
習
の
他
に
、⽛
自
立
活
動
⽜
の
時
間
を
設
定
し
、
視
覚
の

活
用
や
手
の
協
応
、
歩
行
、
発
達
段
階
や
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
幼
稚
部

遊
び
を
中
心
と
し
た
保
育
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
の

芽
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
三
歳
か
ら
五

歳
児
ま
で
の
在
籍
幼
児
に
加
え
、
〇
歳
児
か
ら
二
歳
児
段
階
の
乳

幼
児
と
家
族
の
た
め
の
育
児
学
級
を
設
け
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
小
学
部

小
学
校
に
準
じ
た
教
育
を
行
い
、
教
科
学
習
や
自
立
活
動
、
日

常
生
活
等
を
通
し
て
、
確
か
な
学
力
と
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
中
学
部

中
学
校
に
準
じ
た
普
通
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
基
礎
的
な
内
容

を
教
科
教
育
の
中
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
め
る
よ
う
教
育
活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
ま
す
。
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筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
の⽛
い
ま
⽜











































































































 

 



















































































本
校
は
、
今
か
ら
140
年
ほ
ど
前
の
明
治
⚘
年
に
古
川
正

雄
・
津
田

仙
・
岸
田
吟
香
・
中
村
正
直
・
ボ
ル
シ
ャ
ル
ト
・

フ
ォ
ー
ル
ズ
が
訓
盲
所
設
立
に
つ
い
て
相
談
し
、
楽
善
会
を

作
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
⚑
⚘
⚘
⚐
年
に
東
京
築
地
の
校

舎
で
授
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
盲
唖
学
校
で
し
た

が
、
分
離
さ
れ
⚑
⚙
⚑
⚐
年
に
は
現
在
の
地
（
文
京
区
後
楽
）

で
東
京
盲
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
降
、
昭
和

25
年
に
東
京
教
育
大
学
の
附
属
盲
学
校
、
昭
和
53
年
に
筑
波

大
学
の
附
属
盲
学
校
と
な
り
、
平
成
19
年
よ
り
筑
波
大
学
附

属
視
覚
特
別
支
援
学
校
と
改
称
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
国

立
大
学
附
属
と
し
て
は
唯
一
の
視
覚
特
別
支
援
学
校
と
し
て
、

幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
普
通
科
・
高
等
部
音

楽
科
・
専
攻
科
鍼
灸
手
技
療
法
科
・
専
攻
科
理
学
療
法
科
・

専
攻
科
音
楽
科
・
専
攻
科
鍼
灸
手
技
療
法
研
修
科
ま
で
の
180

名
を
超
え
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。
中
学

生
以
上
は
併
設
さ
れ
て
い
る
寄
宿
舎
で
生
活
し
て
い
る
生
徒

も
い
ま
す
。

特集Ⅱ 筑波大学附属諸学校を巡る（第⚔回）

特 集

学校全景

ブタの下顎の歯を触って
何食性動物か推測する



◆
高
等
部

高
等
学
校
に
準
じ
た
普
通
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
自

主
性
と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
発

達
を
図
っ
て
い
ま
す
。
高
等
部
卒
業
生
は
、
⚗
～
⚘
割
は
一
般
の

大
学
、
⚒
～
⚓
割
は
専
攻
科
等
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

◆
音
楽
科

高
等
部
及
び
専
攻
科
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
の
音

楽
の
専
門
教
育
機
関
と
し
て
、
音
楽
の
基
礎
か
ら
専
門
ま
で
幅
広

く
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
鍼
灸
手
技
療
法
科

高
等
学
校
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
鍼
・
灸
・
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
を
養
成
す
る
⚓
年
制
の
職
業
教
育
課
程
で
、
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
視
覚
に
障
害
が
あ
る
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

◆
理
学
療
法
科

高
等
学
校
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
理
学
療
法
士
を
養
成
す
る
三

年
制
の
職
業
教
育
課
程
で
、
理
学
療
法
の
基
礎
知
識
や
技
術
の
習

得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
寄
宿
舎

敷
地
内
に
併
設
し
て
い
る
寄
宿
舎
で
は
、
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
、
集
団
生
活
を
通
し
て
広
い
視
野
を
持
ち
、
主
体
的
に
社
会

に
参
加
し
う
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
学
部
以
上

の
生
徒
約
90
名
が
共
に
生
活
し
、
自
治
組
織
が
企
画
・
運
営
す
る

寮
祭
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
運
動
会

幼
稚
部
と
小
学
部
で
は
、
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
運
動
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
円
周
走
と
い
う
競
技
で
は
、
杭
を
打

ち
、
握
る
た
め
の
リ
ン
グ
が
つ
い
た
ワ
イ
ヤ
ー
を
そ
こ
に
固
定
し

ワ
イ
ヤ
ー
が
張
る
よ
う
に
し
な
が
ら
走
り
ま
す
。

◆
雑
司
ヶ
谷
祭
（
文
化
祭
）

本
校
に
於
け
る
、
最
大
の
行
事
と
な
り
ま
す
。
中
学
部
か
ら
専

攻
科
ま
で
の
生
徒
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
こ
を
中
心
に
企

画
・
運
営
す
る
行
事
で
す
。
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
の
間
の
二

日
間
で
行
わ
れ
、
研
究
発
表
・
作
品
展
示
だ
け
で
な
く
、
音
楽
演

奏
や
模
擬
店
も
出
店
し
ま
す
。
本
校
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
だ
け

で
な
く
卒
業
生
及
び
そ
の
保
護
者
も
含
め
た
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
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音楽科定期演奏会

寮祭でのバンド演奏

運動会での円周走雑司ヶ谷祭での演奏会



◆
他
附
属
と
の
連
携

筑
波
大
学
に
は
附
属
学
校
が
11
校
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
連

携
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
実
施
さ
れ
た
行
事
に
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

幼
稚
部
：
久
里
浜
特
別
支
援
学
校
と
地
引
き
網
体
験

小
学
部
：
小
学
校
と
の
合
同
授
業
及
び
坂
戸
高
校
と
の
芋
掘
り
体

験
を
通
じ
て
の
交
流

中
学
部
：
附
属
中
学
校
と
の
交
歓
会
、
オ
セ
ロ
部
の
桐
が
丘
特
別

支
援
学
校
と
の
対
戦
会

高
等
部
：
附
属
高
校
と
の
交
歓
会

寄
宿
舎
：
附
属
駒
場
高
校
と
の
交
流
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
部
の

駒
場
中
学
サ
ッ
カ
ー
部
･附
属
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
･大

学
蹴
球
部
も
交
え
て
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
交
流
会

た
だ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
他
の
障
害

を
も
つ
幼
児
・
児
童
・
生
徒
と
も
多
様
な
企
画
で
連
携
出
来
る
の

は
、
こ
れ
だ
け
の
附
属
学
校
を
も
っ
て
い
る
筑
波
大
学
だ
か
ら
こ

そ
と
も
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
会
は
、
本
校
の
幼
児
・
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
多
様
な
国
際
交
流

鍼
灸
科
に
は
、
現
在
⚖
名
の
留
学
生
が
い
て
、
普
段
か
ら
国
際

交
流
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
高
等
部
に
は
国
際
交

流
部
が
あ
り
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
ト
ー
キ
ョ
ー
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
協
力
も
あ
り
、
様
々
な
国
籍
の
方
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
部
の
活
動
は
、⽛
ト
ビ
タ
テ
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
⽜
日
本
代

表
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
と
い
う
形
に
つ
な
が
り
、
⚒
名
が
採
用

さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。（
⚙
月
か
ら
チ
ェ
コ

の
特
別
支
援
学
校
へ
の
短
期
留
学
が
決
定
し
ま
し
た
）
ま
た
、
昨

年
度
は
筑
波
大
学
教
育
局
の
予
算
に
よ
り
、
高
等
部
の
⚓
名
の
生

徒
が
タ
イ
で
移
動
図
書
館
を
運
営
す
る
卒
業
生
に
会
い
に
行
く
と

い
う
体
験
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
理
的
に
東
京
の
中
心
部
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
普
段
か
ら
海
外
か
ら
の
見
学
者
も
多
く
、
中
に

は
生
徒
と
の
交
流
を
希
望
さ
れ
る
団
体
も
あ
り
、
生
徒
は
そ
の
恩

恵
を
享
受
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
職
業
課
程
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
事
業
に
よ
り
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
視
覚
障
害

者
の
職
業
教
育
支
援
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

◆
全
国
の
視
覚
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

筑
波
大
学
に
は
視
覚
障
害
教
育
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
揃

っ
て
お
り
、
本
校
と
し
て
は
、
常
に
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
で
全
て
の

視
覚
特
別
支
援
学
校
が
教
育
活
動
を
展
開
出
来
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
本
校
で
は
、
全
国
に
向
け
て
情
報
発

信
を
す
る
た
め
、
視
覚
障
害
教
育
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
専

門
性
の
継
承
と
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
の
実
践

を
見
学
し
て
頂
く
授
業
公
開
や
、
各
教
科
・
領
域
に
お
け
る
話
題

を
取
り
上
げ
協
議
す
る
場
と
し
て
の
研
究
協
議
会
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
学
校
は
、
視
覚
障
害
を
専
門
と
す
る
学
生
の
教
育

実
習
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
等
体
験
の
場
、
教
員
免
許

状
更
新
講
習
の
場
、
さ
ら
に
は
歩
行
指
導
者
研
修
会
で
も
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
本
校
か
ら
全
国
へ
情
報
を

発
信
出
来
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

⚓

本
校
の
課
題

◆
教
育
面

視
覚
障
害
者
は
障
害
者
の
中
で
も
数
が
少
な
い
た
め
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
る
事
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
も
、
そ
の
支
援
機
器
は
高
価
に
な
り
が
ち
で
す
。
学
校
と

し
て
準
備
す
べ
き
物
で
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
購
入
す
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外
部
資
金
を
利
用
し
て
購
入

す
る
と
簡
単
に
言
え
な
い
事
情
も
あ
り
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
面

本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
メ
ダ
リ
ス
ト
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ

の
練
習
環
境
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
も
の
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
昨
年
本
校
を
見
学
さ
れ
た
遠
藤
利
明
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
今
年
、
体
育
館
の

冷
房
が
よ
う
や
く
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
プ

ー
ル
に
つ
い
て
は
12
・
⚕
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
に
開
か
れ
る
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
、
立
地
の
良
さ
か
ら
、
練
習
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実
が
今
後
の
大
き
な

課
題
に
な
り
ま
す
。
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いも掘り体験（小学部と坂戸高の生徒)タイの盲人協会訪問
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活 躍 す る 人 々
点
字
に
つ
い
て

東

久
美
子

点
字
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
世
の
為
人
の
為
と

は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
考
え

ず
、
好
き
な
本
を
世
に
広

め
た
い
と
い
う
不
純
な
動

機
か
ら
で
し
た
。

一
ヶ
月
に
一
度
郵
送
で

添
削
を
受
け
、
⚒
年
間
の

通
信
教
育
を
受
け
た
後
の
初
め
て
の
点
訳
は
児
童
書
で
し
た
。

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
数
年
間
は
、
手
打
ち
で
点
訳
書
を
作
り
ま
し
た
。

流
れ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①

点
字
図
書
館
か
ら
依
頼
の
原
本
が
送
ら
れ
ま
す
。

②

下
読
み
、
名
前
・
地
名
の
読
み
方
を
調
べ
ま
す
。

③

数
ペ
ー
ジ
点
訳
、
一
冊
の
原
本
が
何
分
冊
に
な
る
か
計

算
し
ま
す
。

④

隙
間
時
間
に
少
し
ず
つ
や
る
の
で
、
一
日
に
数
枚
し
か

進
み
ま
せ
ん
。

⑤

見
直
し
を
し
て
、
間
違
っ
た
所
は
、
点
を
打
ち
足
し
た

り
、
点
字
の
ボ
コ
に
糊
を
付
け
て
戻
ら
な
い
よ
う
に
平
ら

に
し
た
り
し
ま
す
。
訂
正
が
半
ペ
ー
ジ
以
上
に
な
っ
た
ら
、

触
っ
て
読
む
触
読
で
は
読
み
に
く
い
の
で
、
紙
を
新
た
に

し
て
打
ち
直
し
ま
す
。

一
冊
の
原
本
は
数
冊
の
点
訳
書
に
分
冊
さ
れ
、
一
つ
の
タ
イ

ト
ル
の
点
訳
書
が
出
来
る
ま
で
に
は
一
年
近
く
か
か
る
事
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
態
が
数
年
続
き
、
パ
ソ
コ
ン
の
点
訳
ソ
フ
ト
が
Ｉ

Ｂ
Ｍ
か
ら
出
ま
し
た
。

点
字
図
書
館
は
、
県
立
だ
っ
た
の
で
民
間
企
業
か
ら
の
寄
贈

を
受
け
取
る
事
が
出
来
ず
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
の
10
台
の
パ
ソ
コ
ン

と
⚕
台
の
点
字
用
プ
リ
ン
タ
は
、
点
字
図
書
館
内
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
⽛
点
訳
の
会
⽜
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

点
訳
者
10
人
に
声
が
掛
け
ら
れ
、
盛
岡
の
点
字
図
書
館
内
の

一
室
で
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
方
と
点
訳
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ
コ
ン
を
受
け
取
り
、
車
で
来
た
人

は
車
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

私
は
釜
石
か
ら
⚒
時
間
か
け
て
の
列
車
で
の
移
動
だ
っ
た
の
で
、

手
持
ち
で
は
持
ち
帰
れ
ず
、
プ
リ
ン
タ
と
一
緒
に
後
日
送
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

点
字
の
⚖
点
打
ち
の
専
用
キ
ー
ボ
ー
ド
が
あ
り
、
ワ
ー
プ
ロ
の

よ
う
に
訂
正
が
簡
単
に
出
来
る
の
で
、
手
打
ち
に
比
べ
て
か
な
り

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
点
訳
者
⚒
人
に
プ
リ
ン
タ
一
台
が
貸
し
出
さ
れ
、
印

刷
し
た
墨
点
字
を
相
互
校
正
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

岩
手
沿
岸
に
は
パ
ソ
コ
ン
点
訳
者
は
私
一
人
だ
っ
た
の
で
、
私

に
は
パ
ソ
コ
ン
一
台
と
プ
リ
ン
タ
一
台
が
貸
し
出
さ
れ
、
校
正
は

図
書
館
が
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

う
な
凡
ミ
ス
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
メ
ー
ル
は
な
か
っ
た
の
で
、
や
り
取
り
に
数
日
か
か
る

手
紙
で
相
談
し
合
い
な
が
ら
手
探
り
で
の
校
正
で
し
た
。

机
の
上
に
パ
ソ
コ
ン
を
置
い
て
の
点
訳
は
、
冬
は
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
だ
け
で
は
寒
く
、
コ
タ
ツ
で
点
訳
を
や
り
た
い
な
ぁ
と
思

っ
た
も
の
で
し
た
。
や
が
て
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
点
訳
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
念
願
の
お
こ
た
で
の
点
訳
で
す
。

そ
の
頃
新
し
く
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
校
正
仲
間
に
誘
わ
れ
て
パ

ソ
コ
ン
通
信
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

音
声
訳
の
人
達
が
読
み
方
調
べ
の
部
屋
を
開
い
て
い
た
か
ら
で

す
。医

療
や
法
律
の
専
門
用
語
の
読
み
方
を
調
べ
る
事
が
出
来
て
便

パ
ソ
コ
ン
点
訳
に
慣
れ
た

頃
、
釜
石
の
私
と
盛
岡
・
花

巻
の
3
人
が
、
他
の
人
の
校

正
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。パ

ソ
コ
ン
点
訳
で
点
訳
書

の
出
来
上
が
り
が
早
く
な
り
、

点
字
図
書
館
だ
け
で
は
手
が

回
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

打
ち
込
み
が
早
く
な
り
、

訂
正
が
楽
に
な
っ
た
分
、
手

打
ち
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

利
で
し
た
。

点
訳
は
、
本
な
ど
の
文
を
⚖
点
の
点
字
に
直
す
、
い
わ
ば
昔
の

カ
タ
カ
ナ
電
報
の
よ
う
な
も
の
で
、
漢
字
か
な
交
じ
り
文
を
点
字

で
読
み
や
す
く
す
る
為
の
色
々
な
規
則
が
あ
り
ま
す
。

著
作
権
の
関
係
で
、
原
本
の
文
を
勝
手
に
変
え
て
は
い
け
な
い

け
ど
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
は
修
正
し
な
け
れ
ば
…
そ
こ
は
校

正
者
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。

校
正
の
や
り
方
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
私
は
ま
ず
カ
タ
カ
ナ

の
点
字
資
料
を
読
み
、
明
ら
か
な
点
字
の
間
違
い
や
、
説
明
文
等

が
分
か
り
や
す
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
原
本
と

付
き
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

漫
画
を
点
字
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
場
面
の
説
明
を
し
て
、

擬
音
や
台
詞
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
漫
画
は
擬
音
が
大
事
だ
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
点
訳
者
が
は
ぶ
い
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ

と
違
う
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

電
化
製
品
の
取
扱
説
明
書
を
点
訳
し
た
事
が
あ
り
ま
す
。
今
の

電
化
製
品
に
は
簡
単
な
点
字
表
記
が
付
い
て
い
る
も
の
が
多
く
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
点
字
は
つ
い
て
お
ら
ず
、
ボ
タ
ン

の
位
置
か
ら
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

点
訳
も
校
正
も
自
分
で
は
絶
対
選
ば
な
い
本
と
の
出
合
い
が
あ

り
、
下
読
み
で
感
情
移
入
し
涙
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
朱
を
入
れ
ま
す
。
い
つ
も
の

流
し
読
み
が
、
何
回
も
熱
読
す
る
羽
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

又
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

初
め
は
手
打
ち
で
コ
ツ
コ
ツ
と
、
そ
の
後
は
パ
ソ
コ
ン
点
訳
で

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
二
十
数
年
。

始
め
た
頃
は
若
手
だ

っ
た
の
に
、
今
や
優
秀

な
若
手
に
ど
ん
ど
ん
追

い
越
さ
れ
、
人
名
・
地

名
の
読
み
方
の
下
調
べ

や
集
中
力
が
必
要
な
点

訳
は
引
退
し
、
校
正
で

優
秀
な
若
手
の
ミ
ス
を

探
す
と
い
う
楽
し
み
を

秘
か
に
味
わ
っ
て
い
ま

す
。

東 久美子さん

点字機

読書中























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





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
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
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


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
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






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

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




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特集Ⅲ

地
域
に
奉
仕
し
て

松
世
三
重
子

明
る
い
ま
ち
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

松世三重子さん

















































































⽛
元
気
で
明
る
く
潤

い
の
あ
る
街
⽜
を
願
っ

て
、
音
楽
の
ま
ち
川
崎

と
し
て
、
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
続
け
20
年
近

く
に
な
る
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

区
役
所
が
主
催
し
、
委

託
を
受
け
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
企
画
か
ら
運
営
ま
で
や

っ
て
い
る
。

名
称
は
⽛
夢
こ
ん
さ
ぁ
と
⽜。
私
は
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
代
表

を
務
め
て
い
る
。
⚘
人
の
実
行
委
員
で
出
演
者
選
考
か
ら
チ
ラ

シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
映
像
記
録
や
司
会
等

そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
、
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
る
。

実
行
委
員
は
皆
音
楽
好
き
、
音
楽
家
、
町
内
会
の
会
長
、
主

婦
も
い
る
。
年
齢
も
30
歳
～
80
歳
代
と
幅
広
い
。

こ
の
⽛
夢
こ
ん
さ
ぁ
と
⽜
は
、
小
さ
い
お
子
様
か
ら
ご
年
配

の
方
ま
で
気
軽
に
生
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
お

客
様
一
人
一
人
に
声
を
か
け
温
か
く
出
迎
え
る
。
約
150
人
～
200

人
の
席
は
、
楽
し
み
に
聴
き
に
来
ら
れ
る
人
達
で
、
い
つ
も
満

席
に
な
る
。
常
連
の
方
達
も
多
い
。
昼
休
み
お
よ
そ
45
分
間
の

演
奏
に
酔
い
し
れ
、
会
場
は
幸
せ
な
一
時
に
満
ち
溢
れ
る
。

ど
の
出
演
グ
ル
ー
プ
も
素
晴
ら
し
い
い
演
奏
だ
が
、
中
で
も
、

あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
⽛
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ア
ベ
マ
リ
ア
⽜
を

歌
っ
た
時
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
感
動
し
涙
し
た
と
書
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
沢
山
貰
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

記
憶
に
残
る
も
の
だ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
コ
ン
サ
ー
ト
が
終

わ
る
と
、
満
面
の
笑
顔
の
お
客
様
か
ら
私
ど
も
に
⽛
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
感
動
し
ま
し
た
。
有
難
う
ご
さ
い
ま
し
た
。
ご
苦
労

様
で
し
た
⽜
な
ど
言
業
を
か
け
て
く
だ
さ
る
。
こ
の
時
が
私
ど

も
に
は
一
番
嬉
し
く
、
幸
せ
を
感
じ
報
わ
れ
る
。
20
年
近
く
大

事
に
育
て
上
げ
て
き
た
⽛
夢
こ
ん
さ
ぁ
と
⽜。
お
客
様
も
音
楽
を

聴
く
姿
勢
が
キ
チ
ン
と
で
き
、
ど
の
出
演
者
か
ら
も
、
お
客
様

の
質
が
高
い
、
お
客
様
が
温
か
い
と
お
褒
め
の
言
葉
を
く
だ
さ

こ
と
の
話
は
、
心
を
共
に

し
て
一
層
耳
を
傾
け
て
聴

く
。
と
に
か
く
相
手
が
心

を
許
す
ま
で
、
信
頼
関
係

を
築
き
上
げ
、
そ
れ
を
続

け
た
。
で
も
、
大
事
な
事

は
家
族
が
本
人
を
ど
の
よ

う
に
支
え
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
か
、
回
り
の
人
の

理
解
で
あ
る
。

た
い
が
い
犯
罪
を
犯
す

人
の
裏
に
は
両
親
と
の
確

る
。
会
場
は
本
当
に
良
い
雰
囲
気
だ
。
仲
間
同
士
の
信
頼
関
係
、

出
演
者
と
の
信
頼
関
係
、
そ
し
て
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
が
繁
が

り
、
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
な
い
者
同
士
で
も
声
を
掛
け
あ
っ
て
仲
よ
く

ふ
れ
あ
っ
て
い
る
。

来
年
の
11
月
に
は
20
周
年
と
150
回
記
念
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
を
企
画
。
川
崎
市
の
誇
る
素
晴
ら
し
い
音
響
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
⽛
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
⽜
で
開
催
す
る
大
掛
り
な
催
し
を
予
定

し
て
い
る
。
今
か
ら
皆
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
構
想
を
練
り
検
討

準
備
に
入
っ
て
い
る
。

私
は
音
楽
に
携
わ
り
な
が
ら
、
非
行
や
犯
罪
に
手
を
染
め
た
人

た
ち
の
更
生
を
手
助
け
し
て
い
る
。
保
護
司
と
し
て
20
年
前
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
。
初
め
の
頃
は
、
戸
惑
い
を
感
じ
な
が

ら
、
対
象
者
と
⚑
対
⚑
の
面
接
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
20
年
の
間
、

い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
を
持
っ
た
。
窃
盗
、
暴
力
、
横
領
、
薬
物
、
実

子
殺
害
等
で
あ
る
。

少
年
か
ら
60
歳
位
ま
で
年
齢
も
男
女
問
わ
ず
さ
ま
さ
ま
で
、
⚑

対
⚑
の
面
接
は
私
も
緊
張
す
る
が
、
対
象
者
も
緊
張
し
て
い
る
の

が
分
か
る
。

対
象
者
は
玄
関
に
立
つ
と
玄
関
の
戸
を
開
け
る
前
に
襟
を
正
し

て
入
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
全
員
で
は
な
い
が
保
護
司
の
家
に
定
期
的
に
行
く
こ

と
で
、
再
犯
の
抑
止
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
お
よ
そ
30
分

か
ら
⚑
時
間
の
面
接
、
⚒
時
間
に
な
る
事
も
あ
る
。
口
数
の
少
な

い
対
象
者
、
ま
た
一
方
的
に
し
ゃ
べ
り
自
分
を
正
当
化
す
る
対
象

者
も
い
る
。
面
接
時
の
み
の
顔
し
か
知
ら
な
い
。
嘘
を
つ
か
れ
る

こ
と
も
度
々
だ
が
、
相
手
を
信
じ
る
し
か
な
い
。
私
に
で
き
る
こ

と
は
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
。
苦
し
く
辛
い
こ
と
や
悲
し
い

執
や
夫
婦
の
問
題
が
あ
っ

た
り
す
る
。
家
族
は
意
外

に
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て

い
な
い
。
家
族
は
自
分
が

接
し
て
き
た
こ
と
は
正
し

い
。
友
達
が
、
本
人
が
悪

い
と
思
い
込
ん
で
い
る
。

保
護
司
は
、
本
人
に
寄
り
添
う
だ
け
で
な
く
、
家
族
と
も
信
頼
関

係
を
結
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
容
易
な
事
で
は
な
い
。

親
と
の
面
接
も
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
協
力
を
求

め
る
。⽛
保
護
司
さ
ん
厳
し
く
叱
っ
て
更
生
さ
せ
て
く
だ
さ
い
⽜
と

初
回
面
接
で
親
か
ら
言
わ
れ
る
。⽛
お
父
さ
ん
、
家
族
と
私
で
協
力

し
て
本
人
を
支
え
、
良
い
方
向
に
導
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
⽜
と
お

願
い
す
る
。
少
年
の
更
生
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
家
庭
は
、
家
族

の
協
力
が
あ
る
た
め
、
早
い
段
階
で
保
護
観
察
が
解
除
さ
れ
る
。

難
し
い
ケ
ー
ス
は
精
神
疾
患
の
あ
る
人
、
で
も
犯
し
た
罪
は
償

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
ど
う
も
病
気
が
そ
う
し
た
と
、
病

気
の
せ
い
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
、
本
人
以
上
に
家

族
が
そ
う
考
え
て
い
る
。
確
か
に
そ
う
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
難
し
い
ケ
ー
ス
は
、
い
ろ
ん

な
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
が
、
大
き
な
支

え
の
は
ず
の
家
族
が
、
こ
ち
ら
の
考
え
を
な
か
な
か
汲
み
取
っ
て

く
れ
な
い
。
⚕
年
間
の
最
長
保
護
観
察
期
間
だ
っ
た
が
、
信
頼
関

係
は
結
べ
た
も
の
の
、
⚕
年
間
変
わ
ら
ず
仕
舞
い
。
手
を
尽
く
し

た
が
間
も
な
く
保
護
観
察
終
了
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
心
配
を
残

し
な
が
ら
終
え
る
の
も
か
な
り
あ
る
。⽛
よ
か
っ
た
わ
ね
⽜
と
心
配

な
く
更
生
で
き
る
の
は
。
半
分
位
だ
。

保
護
司
会
で
は
、⽛
安
全
・
安
心
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
⽜
の

た
め
、ʠ
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ʡ
を
展
開
、
街
頭
で
啓
発
活
動

を
し
た
り
、
区
民
祭
や
学
校
の
教
育
会
議
等
に
参
加
し
て
活
動
を

し
て
い
る
。

以
前
、
専
門
家
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。ʠ
放
火
犯
が
毎
夜
、

今
夜
は
ど
こ
を
放
火
し
よ
う
か
、
人
目
を
盗
ん
で
夜
回
り
し
て
い

る
と
、⽛
こ
ん
ば
ん
は
！
⽜
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
、
今
夜
は
縁
起
が

悪
い
、
取
り
や
め
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。

自
分
一
人
だ
け
の
力
に
は
限
り
が
あ
る
。
だ
が
、
地
域
の
人
々

皆
が
、
や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
街
全
体
が

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

ま
ず
は
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。



第13回目の今回の講演では、明治18年から⽛ちりめん本⽜
と呼ばれる美しい絵入りの本で日本の文化や民俗を紹介して
いた長谷川武次郎とその英語の紹介をした。

日本文化の発信


幕末に鎖国が解かれ、西洋の文物がなだれのように日本に
流入し始めた頃、内村鑑三(1861-1930)、岡倉天心(1862-
1913)、新渡戸稲造(1862-1933)らは日本文化を英文で欧米に
発信していた。

彼らほど高邁な理想や識見を伝えようとしたのではないが、
より早い時期から日本の昔話を中心に⽛ちりめん本⽜と呼ば
れる和綴じの本で日本文化を海外に紹介し続けた長谷川武次
郎(1853-1936)という人物がいた。

このちりめん本は、英・独・仏など⚘カ国語で出版され、
しなやかでしっとりとした手触りの紙と、実にきれいな木版
画、それに異国情緒あふれる物語によって、海外で高く評価
されることとなった。

ちりめん本の出現

2.1 ちりめん本入門

ちりめん本は、和紙に木版で挿絵を刷り込み、そこに欧文
を活版で印刷し、ちりめん加工を施し、左開きに糸で綴じた
ものである。

武次郎は、欧文の訳述は外国人の手に委ね、挿絵は優れた
画家に託し、日本の昔話や和歌などをテーマとした小型の和
綴じ本を明治18年(1885年)から出版し始め、次男の西村興作
の分と合わせると、70年以上⽛ちりめん本⽜を出していた。
2.2 ちりめん紙の制作

ちりめん本は、⽛伊予柾(いよまさ)⽜という柔らかい和紙に
色鮮やかな挿絵を刷る。次に、欧文の本文を活版で刷り、そ
の和紙を軽く湿らせた上で円筒形のものに巻き付け、上から
圧縮する。その後、和紙を広げ、90度向きを変えて巻き付け
て圧縮する。さらに、斜めの角度からも圧縮する。こういう
行程を数回繰り返すと原紙の⚘割程度に縮んだちりめん紙が
出来上がる。
2.3 ちりめん本の制作者

ちりめん本の企画・制作を行った武次郎は京橋で輸入業を
営む家の二男として生まれた。兄の松之介は日本橋の輸入食
品店⽛明治屋⽜の創業者。武次郎は築地のミッションスクー
ルで英語を学び、宣教師やお雇い外国人たちと交流し、英語
力をつけ、銀座の商法講習所で商才を身につけ、外務省の高
官との接触によって、優れた訳述者を得た。
2.4 ちりめん本の職人たち

ちりめん本の出版には多くの職人が必要であり、当時、武
次郎の近辺には、絵師(10人ほど)、彫り師(2人ほど)、摺り師
(約⚖人)、揉み師(⚓人くらい)、綴じ師(⚓人ほど)がいて、

絵師には、小林永濯、川端玉章、鈴木華邨、新井芳宗、鈴木
宗三郎らがいた。
2.5 ちりめん本の訳述者

武次郎は英語に堪能であったことから、外国人に英語で日
本の昔話の概略を説明し、英文の素案にも助言していたと考
えられる。挿絵についても、武次郎は英語の不案内な絵師に
挿絵の割り付けの判断や指示をしたはずである。

英語版の主な訳述者は以下のとおりである。
デイビッド・タムソンは在日キリスト教宣教師。
ジェームズ・ヘボン(1815-1911)はアメリカの宣教師・医

師、明治学院の最初の総理、和英辞典⽝和英語林集成⽞の著
者、ヘボン式ローマ字の創始者、聖書の日本語訳の功労者。

バジル・ホール・チェンバレン(1850-1935)は東京帝大の
博言学・和文学の教師、⽝古事記⽞などの英訳、日本旅行案内
記などの本を著し、上田万年・芳賀矢一・岡倉由三郎・佐々
木信綱など多くの弟子を育てた。

ジェイムズ夫人は英国海軍軍人トーマス・ジェイムズの妻、
詳細は不明。

ラフカディオ・ハーン(1850-1904)は1890年に来日、1896
年に帰化、小泉八雲と名乗る。東京帝大の講師などを務め、
Kwaidan⽝怪談⽞(1904)など、流麗な英文の多くの著書によ
って日本を海外に紹介した。
2.6 ちりめん本の評価

ちりめん本は明治33年(1900)のパリ、明治37年(1904)のセ
ントルイス、明治43年(1910)のロンドン、大正⚔年(1915)の
サンフランシスコなどでの万国博覧会において金賞を受賞し
ている。

ちりめん本の紹介

3.1⽛日本昔噺⽜

ちりめん本の代表的なものは日本のおとぎ話に題材をとっ
た⽛日本昔噺⽜シリーズ(全20巻)であり、明治18年から25年
まで刊行された。このシリーズの本は小型(10.5􀃗􀃗15cm)の
もので、ちりめん加工されている(一部にやや大きめの平紙
版(12.3􀃗􀃗18.2cm)もある)。一冊の分量は表紙も含めて18～
34頁。今回の講演では英語版のみ紹介した。

訳述者はタムソン(⚑～⚖巻)、ヘボン(⚗巻)、ジェイムズ
夫人(19～12巻、14～20巻)、チェンバレン(⚘、⚙、13巻)の
⚔名。担当の絵師は永濯(⚑～12巻、18巻)、玉章(13巻)、華
邨(14、15巻)、芳宗(16ʼ巻)、宗三郎(17巻)の⚕名。永濯の貢
献度が際立つ。⚓巻(16、19、20)の絵師は不明。

1.⽝桃太郎⽞、2.⽝舌切雀⽞、3.⽝猿蟹合戦⽞、4.⽝花咲爺⽞、5.⽝勝々
山⽞、6.⽝鼠の嫁入り⽞、7.⽝瘤取⽞、8.⽝浦島⽞、9.⽝八頭ノ大蛇⽞、
10.⽝松山鏡⽞、11.⽝因幡の白兎⽞、12.⽝野干の手柄⽞(＊野干(や
かん)は狐の別称)、13.⽝海月⽞、14.⽝玉の井⽞、15.⽝俵の藤太⽞、
16.⽝鉢かづき⽞、16ʼ.⽝文福茶釜⽞(＊16は後に⽝文福茶釜⽞に
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変更された)、17.⽝竹箆太郎⽞(＊竹箆(しっぺい)太郎は化け
猫を退治した犬のあだ名)、18.⽝羅生門⽞、19.⽝大江山⽞、20.⽝養
老の瀧⽞
3.2 続⽛日本昔噺⽜、⽛日本昔噺⽜(第二シリーズ)
⽛日本昔噺⽜には続編が⚒冊、第二シリーズが⚒冊知られて

いる。著者はいずれもジェイムズ夫人。21は明治27年刊、絵
師は華邨、22は明治29年刊、絵師は芳宗。

21.⽝三つの顔⽞、22.⽝想い出草と忘れ草⽞
3.3⽛日本昔噺⽜(第二シリーズ)

この第二シリーズは明治22年刊の⚒と明治36年刊の⚓のみ
知られていて、いずれも著者はジェイムス夫人。絵師は不明。

2.⽝打出の木槌⽞、3.⽝壊れた像⽞
3.4 ハーンの⚕冊本(明治31～大正11年)

いずれもハーンが訳述し、絵師は⚑～⚔は華邨、⚕は不明。
サイズは13.8􀃗􀃗19.3cm。

1.⽝猫を描いた少年⽞、2.⽝化け蜘蛛⽞、3.⽝団子をなくしたお
ばあさん⽞、4.⽝ちんちん小袴⽞、5.⽝若返りの泉⽞
3.5⽛日本昔噺⽜以外の挿絵本
⽛日本昔噺⽜以外にも多くのちりめん本が刊行されていて、

大部でユニークなものもある。以下はそのうちの一部である。
•⽝詩集 刀と桜⽞(⚓巻本)(明治40～43年)⽝古今集⽞などか

ら歌を選び、韻律の整った英文の詩に仕上げている。しゃ
れた造本と美麗な挿絵は見る人の心を捉える。訳者は日本
文学者の木村正太郎と英国人シャーロット・ピーク。絵師
は蕉窓、月窓、華邨、芳宗の⚔名。

•⽝日本の人々の生活⽞(明治28年)当時の日本人の日常の場
面を選び、武次郎が簡単な説明を書き、他は芳宗の巧みな
絵で埋め尽くされている。表紙は絵師の仕事場、次は火消
しの出初式、⚓番目は結婚式、その後に葬式、次は相撲の
場面というように、古き良き時代が偲ばれる景色となって
いる。

•⽝カレンダー(1902年版)⽞(明治32年)⚔月は小金井堤の花見、
⚕月は亀戸天神の満開の藤、⚗月は隅田川の花火大会、⚘
月は上野不忍池の蓮の開花、11月は高尾山の紅葉など、版
画と武次郎の手書きの説明は見事という外はない。

ちりめん本以外のおとぎ話


日本の昔話を英文で紹介したものはちりめん本以外にもあ
り、童話作家の巌谷小波(1870-1933)の⽝日本お伽噺叢書⽞
(全12冊)(昭和13年、北星堂刊)はその好例。輸出目的で作成
され、活版印刷で、ちりめん加工はなく、挿絵には彩色がな
い。しかし、本のサイズや和綴じなどから、⽛ちりめん本⽜を
意識していたことがわかる。12編の昔話は⽛ちりめん本⽜の
20編の12編と重なる。折り込みの活版多色刷りの挿絵(⚑葉)
は出来が良く、物語の内容も⽛ちりめん本⽜より数倍詳しく、
読み応えがある。このシリーズは⚖冊分が⚑冊にまとめられ、

⽝日本のお伽噺⽞(昭和28年、北星堂、180頁)として刊行され
ている。

ちりめん本の復活


平成14年にちりめん本が復活した。京都の経師大入(きょ
うじ おおいり)が発行したこの作品集は、荒俣宏の解説⽝本
書由来の事⽞(本文12頁)、京極夏彦の解説⽝妖怪画縮緬本と
なる事⽞(16頁)、水木しげるの⽝ちりめん本 水木しげる作
品集⽞(36頁)から成る。サイズは16.5􀃗􀃗11.6cm。

妖怪画のため華やかさはなく、ちりめん紙のしなやかさは
⽛ちりめん本⽜には及ばないが、ちりめん紙の技術が朽ちてい
ないことを喜びたい。

ちりめん本の英語


武次郎の⽛ちりめん本⽜の英語は訳述者によって難易度に

差はあるが、全体としては、いずれも簡潔にまとめられ、平
易で読みやすい。個別に取り上げ、他の英文のおとぎ話と比
較すると、たとえば⽝猿蟹合戦⽞のちりめん本版と巌谷小波
版とを比べてみると、前者は、分量は後者の⚖分の⚑程度で
あるが、語彙は辞書で意味や用法の確認を必要とするものが
少なくない。後者ではそのような必要がまったくないほど平
易な表現で書かれている。このことから、後者は最初から入
門用の英語のテキストとして書かれた可能性が高い。
⽛ちりめん本⽜の英文の例として次の⚒編を紹介したい。最

初は、⽛待つこと⽜と題した詠み人知らずの⚔行詩⚒連である。
abbaという⽛囲み韻⽜という形式の脚韻詩に整えられている。
夜が明けると仇打ちでもあるのだろうか、倉にしまってある
太刀に話しかけることで、はやる気持ちを抑えようとしてい
る。

ʠWaitingʡ
Within my treasure house a casket lies,

And shut therein Two Dragons writhe and moan;
As I keep vigil in the night alone
My spirit is tormented with their cries.

Be still, my Swords, Alas ! Not yet, not yet
The day of action dawns; ye need not fear,
Moment by moment it is drawing near.
Be silent. Do ye deem that I forget?

⽛倉の中に手箱があり、その中に二匹の竜が閉じ込められて、
もだえ、苦しんでいる。わしは夜一人で見張りをしている。
彼らの鳴き声で心が痛む。

おい、剣よ、静かにせよ！行動を起こす日はまだまだ明け
ない。お前たちは恐れるいわれはない。夜明けは刻一刻と近
づいている。静まれ！わしが忘れているとでも思っているの
か？⽜

⚒編目は江戸城を築いた室町中期の武将で歌人の太田道灌
(1432-86)が⽛わが家の窓から⽜と題する和歌を英文⚔行で
ababという交互韻の形式に整えたものである。

ʠFrom My Windowʡ
My dwelling is a little Hovel, Yea !

But near the sea and sheltered by the Pines,
And looking thence I see where far away
The Snow upon the Peak of Fuji shines.

⽛そのとおり、私の住まいは小さなあばら家です。しかし、
海に近く、松林に守られています。そこから眺めると、はる
かかなたで富士の山頂の雪が輝いているのが見えます。⽜
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今回の講演にあたり、次の⚒点の文献を参照しました。
中野幸一・榎本千賀(編)⽝ちりめん本影印集成 日本昔噺輯

篇⽞(全⚔巻)、2014年⚒月28日、勉誠出版。
石澤小枝子⽝明治の欧文挿絵本 ちりめん本のすべて⽞平成16

年⚓月24日、三弥井書店。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
⽛ちりめん本⽜

のカラーコピー
を10頁以上配布
し、⽛ちりめん
本⽜の現物⚒冊
を回覧しました
が、好評でした。
講演後の質疑応
答も楽しいひと
時でした。
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奈
良
茗
渓
会

岩
佐
泰
造

奈
良
茗
渓
会
で
は
、
現
在
約
160
名
の
会
員
を
有
し
、
年

⚑
回
総
会
を
企
画
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
の

機
会
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
た
め
に
、
年
⚓
回
の
幹

事
会
を
開
催
し
、
幹
事
17
名
に
よ
っ
て
、
総
会
の
企
画
運

営
方
法
の
検
討
や
本
会
の
更
な
る
発
展
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
⚖
月
27
日
奈
良
商
工
会
議
所
で
実
施
さ
れ
た
総

会
で
は
、
奈
良
茗
渓
会
藤
善
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
平

成
27
年
度
の
活
動
計
画
、
会
計
報
告
、
今
年
度
の
役
員
紹

介
、
代
議
員
会
報
告
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
江
田
昌
佑

理
事
長
を
お
招
き
し
、
現
在
お
よ
び
今
後
の
茗
渓
会
の
展

望
に
つ
い
て
の
お

話
し
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

総
会
後
の
講
演

会
で
は
、
江
田
昌

佑
理
事
長
を
来
賓

と
し
て
お
迎
え
す

る
と
と
も
に
、
コ

ー
チ
ン
グ
・
ソ
ル

ナ
代
表
の
大
川
郁

子
様
を
ゲ
ス
ト
講

演
者
と
し
て
お
招

き
し
、
学
校
や
生

活
に
お
い
て
の
コ

ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル

に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
指
導
方
法

や
人
と
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
た
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
・
講
演
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
江
田
理
事
長
や
大
川
郁
子

様
を
囲
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
で
盛
り
上
が
り
、
盛
会
を
も
っ
て
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
の
本
会
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、
若
手
茗
渓
会
会
員
の
更

な
る
参
加
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
⚕
年
間
は

公
益
事
業
と
し
て
茗
渓
会
本
部
か
ら
も
援
助
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

総
会
後
に
講
演
会
を
開
き
、
会
の
活
性
化
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
講
演
会
に
代
わ
る
新
た
な
試
み

と
し
て
、
総
会
前
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
フ
ッ
ト
サ
ル
（
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
）
を
企
画
し
、
若
手
会
員
の
交
流
の
場
を
設
け
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
だ
け
の
交
流
に
と
ど
ま
ら

ず
、
大
学
同
期
等
横
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
活
用
し
な
が
ら
、

近
隣
府
県
か
ら
も
参
加
を
募
り
、
よ
り
参
加
し
や
す
く
、
お
互
い

の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
、
結
果
と
し
て
本
会
の
更
な
る
活
発
な

活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
な
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

会

長
：
藤
善

尚
憲
（
昭
・
33
・
教
大
教
)

本
部
代
議
員
：
谷
垣

康
（
昭
・
53
・
筑
人
)

事

務

局
：
岩
佐

泰
造
（
平
・
13
・
筑
体
)

香
川
茗
渓
会
で
は
、
毎
年
一
回
、
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
11
月
28
日
(土
)に
リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高
松
に

お
い
て
開
催
し
、
36
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
鶴

岡
英
作
会
長
（
第
二
生
物
・
昭
57
年
卒
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。
今
回
、
会
長
の
交
代
が
提
案
さ
れ
、
平
成
25
年
か
ら
⚒
年
間
、

会
長
を
務
め
ら
れ
た
鶴
岡
氏
か
ら
高
井
信
一
氏
（
体
専
・
昭
55
年

卒
）
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
新
会
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
紹
介
で
は
、
香
川
県
で
新
た
に
教
員
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
新
進
気
鋭
の
⚕
名
か
ら
、
現
場
で
の
奮
闘
ぶ
り
や
今
後
の

抱
負
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
で
き
る
頼
も
し
い
話
が
あ

会
の
更
な
る
活
性
化
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す

香
川
茗
渓
会
活
動
報
告

り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
参
加
者
の
最
年
長
者
で
あ
る
石
川
俊
夫

氏
（
体
育
・
昭
19
年
卒
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
多
く
の
先

輩
方
か
ら
新
入
会
員
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
会
員
が
交
流
を
深
め

合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
締
め
と
し
て
、
塩
井
敏
治
氏
（
文

日
史
・
昭
29
年
卒
）
か
ら
挨
拶
・
乾
杯
が
あ
り
、
そ
の
後
、
参
加

者
全
員
が
円
に
な
り
、
村
上
充
氏
（
体
修
士
・
昭
53
年
卒
）
の
エ

ー
ル
に
よ
り
、
宣
揚
歌
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
、
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

こ
の
会
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
情
報
交
換
の
場
と
な

る
よ
う
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
新
入
会
員
の

情
報
を
は
じ
め
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
な
ど
も
あ
り
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
情
報
発
信
が
出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
参
加
メ
ン
バ
ー
も
や
や
固
定
化
さ
れ
て
い
る
面
は
あ
り
ま
す

が
、
様
々
な
分
野

か
ら
の
参
加
や
若

手
会
員
の
参
加
を

増
や
せ
る
よ
う
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
と
と
も
に
、

積
極
的
に
呼
び
か

け
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
講
演

会
の
実
施
な
ど
、

新
し
い
企
画
も
考

え
な
が
ら
、
今
後

も
香
川
茗
渓
会
の

さ
ら
な
る
充
実
に

向
け
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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北
京
茗
渓
会
活
動
報
告

北
京
茗
渓
会
は
、
会
長
・
副
会
長
・
幹
事
長
・
幹
事
を
中
心
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
様
々
な
企
画
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
年
に
三
度
の
全
体

会
（
四
月
に
お
花
見
、
七
月
に
暑
気
払
い
、
十
二
月
に
総
会
・
忘

年
会
）
を
開
催
し
、
そ
の
他
に
も
会
食
や
懇
親
会
を
随
時
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

直
近
で
は
、
五
月
三
十
日
(月
)に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

既
会
員
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
今
春
に
新
し
く
北
京
へ
来
ら
れ
た

方
々
も
ご
参
加
下
さ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
筑
波
大
学
へ
留
学
さ
れ

近
年
卒
業
・
帰
国
さ
れ
た
北
京
在
住
の
現
地
の
方
々
も
お
越
し
く

だ
さ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
中
国
国
内
他
地
域
で
の
茗
渓
会
の
活

動
や
最
近
の
筑
波
大
学
の
様
子
な
ど
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
情

報
交
換
・
交
流
の
場
と
な
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
途
中
、

熊
本
地
震
被
災
者
募
金
へ
の
呼
び
か
け
も
行
い
、
非
常
に
有
意
義

な
懇
親
会
と
相
成
り
ま
し
た
。

次
回
は
七
月
中
旬
に
暑
気
払
い
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

も
昨
年
の
暑
気
払
い
と
同
様
、
北
京
校
友
会
と
共
同
開
催
し
ま
す
。

双
方
よ
り
講
演
者
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
き
、
そ
の
後
に
懇

親
会
を
開
催
す
る
と
い
う
合
同
講
演
・
懇
親
会
形
式
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
回
は
、⽛
中
国
高
齢
者
社
会
⽜
や
⽛
夏
バ
テ
に
よ
る
睡
眠
障

害
に
対
す
る
つ
ぼ
治
療
法
⽜
な
ど
、
時
事
問
題
か
ら
日
常
生
活
に

関
す
る
テ
ー
マ
ま
で
幅
広
く
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

北
京
茗
渓
会
は
引
き
続
き
、
新
し
く
北
京
へ
留
学
や
赴
任
さ
れ

る
方
々
や
過
去
に
筑
波
大
学
へ
留
学
さ
れ
て
い
た
中
国
現
地
の

方
々
へ
の
北
京
茗
渓
会
入
会
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、
一
人
で
も

多
く
の
会
員
に
全
体
会
や
懇
親
会
へ
ご
参
加
頂
け
る
よ
う
、
様
々

な
企
画
や
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

5/30(月)北京・地酒ダイニング⽛Sake MANZO⽜にて懇親会3/27(日)北京・王渊潭公園にてお花見

筑
波
大
学
箱
根
駅
伝

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画

今
年
92
回
を
迎
え
た
⽛
箱
根
駅
伝
⽜
に
は
、
母
校
は
か
つ
て
常

連
校
で
あ
り
、
名
誉
あ
る
第
⚑
回
の
優
勝
校
で
あ
り
ま
す
（
優
勝

後
の
貴
重
な
集
合
写
真
を
発
見
し
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
）。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
⚑
⚙
⚙
⚔
年
以
来
、
そ
の
出
場
が
途
絶
え

て
い
ま
す
。
⚒
⚐
⚑
⚐
年
に
⽛
筑
波
大
学
箱
根
駅
伝
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
⽜
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
予
選
会
で
は
本
戦
出
場
に
は
及

ば
ぬ
順
位
が
続
い
て
い
ま
す
。
⚒
⚐
⚑
⚕
年
⚔
月
に
指
導
経
験
豊

富
な
弘
山
勉
氏
（
平
成
元
年
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒
）
を
長

距
離
コ
ー
チ
に
迎
え
、
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

⚒
⚐
⚑
⚕
年
に
は
、
25
人
の
長
距
離
部
員
の
う
ち
20
人
が
自
己
新

記
録
を
マ
ー
ク
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
部
員
全
員
が
茗
渓
会
に

入
会
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
会
員
を
初
め
と
し
て
全
国
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
、
長
距
離
に
お
い
て
優
秀
な
高
校
生
に
対
し
て
筑
波

大
学
へ
の
進
学
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
合
宿
・
遠
征
等

の
選
手
強
化
の
た
め
に
、ご
寄
付
を
お
願
い
し
た
い
と
Ｔ
Ｓ
Ａ（
筑

波
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

電
話
⚐
⚒
⚐

⚘
⚕

⚓

⚘
⚐
⚙
⚓
）
は
要
望
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
力
で
悲

願
で
あ
る
箱
根
駅
伝
へ
の
出
場
を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

第⚑回箱根駅伝に優勝した高師チームの
大塚の占春園での記念写真(大正⚙年⚑月)



第
42
回

宿
舎
祭
(や
ど
か
り
祭
)を

終
え
て

委
員
長

山

﨑

隼

多

理
工
学
群
工
学
シ
ス
テ
ム
学
類
⚓
年

今
年
で
第
42
回
を
む
か
え
る
や
ど
か
り
祭
は
筑
波
大
学
と
ほ
ぼ

同
じ
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
す
。
そ
ん
な
伝
統

あ
る
お
祭
り
の
委
員
長
と
し
て
名
を
残
す
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
私
は
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
団
体
の
ま
と
め
役
に
な

る
よ
う
な
性
柄
で
は
な
く
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
立
場
を
避
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
先
代
か
ら
委
員
長
を
任
命
さ
れ
、
そ
し
て
こ

う
い
う
経
験
が
で
き
る
の
も
今
し
か
な
い
と
思
い
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
就
任
し
た
直
後
は
力
不
足
を
感
じ
、
な
か
な
か

う
ま
く
纏
め
ら
れ
ず
情
け
な
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
こ
の
宿
舎
祭

実
行
委
員
会
は
200
人
程
度
の
規
模
の
サ
ー
ク
ル
で
様
々
な
人
が
い

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
と
出
会
い
、
色
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

時
に
は
言
い
争
い
も
し
、
自
分
の
中
で
の
⽛
委
員
長
と
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
⽜
が
形
作
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
ん
な
私
を
慕
っ
て

つ
い
て
き
て
く
れ
た
後
輩
、
支
え
て
く
れ
た
同
期
そ
し
て
様
々
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
も

し
き
れ
ま
せ
ん
。

準
備
期
間
で
苦
労
し
た
こ
と
は
、
実
行
計
画
書
を
詰
め
て
い
く

段
階
で
何
度
も
見
直
し
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
宿
舎
祭
実
行
委

員
会
で
は
実
行
計
画
書
を
各
担
当
に
書
い
て
も
ら
い
、
私
を
含
め

た
や
ど
か
り
祭
の
リ
ー
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
と
面
談
し
な
が
ら
計
画
書

を
詰
め
ま
す
。
担
当
は
何
十
個
も
あ
り
、
時
間
も
精
神
力
も
削
ら

れ
る
の
で
こ
の
時
期
は
委
員
の
み
ん
な
が
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
場
は
担
当
が
い
か
に
自
分
の
仕
事
内
容
を
理
解
し
て
い

る
の
か
を
確
認
し
、
理
解
で
き
て
な
か
っ
た
ら
理
解
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
担
当
が
全
然
仕
事
内
容
を
理
解

し
て
い
な
く
、
実
行
計
画
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
に
仕
事
を
し
て

い
な
い
時
は
不
安
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
面
談
の
回
数
が

増
え
る
た
び
に
内
容
が
固
ま
っ
て
仕
事
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

の
を
見
る
と
す
ご
く
安
心
し
ま
し
た
。

今
年
の
や
ど
か
り
祭
は
前
夜
祭
・
本
祭
共
に
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

無
事
に
企
画
や
模
擬
店
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
の

ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
新
企
画
が
な
く
、
昨
年
新
企
画
と
し
て

行
っ
た
⽛
大
学
生
ク
イ
ズ
⽜⽛
や
ど
か
り
ゆ
ー
す
⽜
を
昨
年
と
は
内

容
を
少
し
変
え
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

我
々
宿
舎
祭
実
行
委
員
会
は
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
に

交
流
の
場
を
設
け
た
い
と
い
う
想
い
で
や
ど
か
り
祭
を
作
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
⚑
年
生
の
時
に
こ
の
祭
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

友
達
が
増
え
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。
表
彰
式
で

の
挨
拶
の
時
に
見
せ
て

く
れ
た
新
入
生
の
笑
顔

が
そ
の
答
え
だ
と
思
い

ま
す
。
新
入
生
が
、
こ

の
祭
を
通
し
て
で
き
た

仲
間
と
共
に
、
今
後
の

学
園
生
活
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
、
実
行

委
員
委
員
長
と
し
て
こ

れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
で
す
。
祭
に
関

わ
っ
て
く
れ
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
第
42
回
、

大
成
功
で
し
た
。

委員長 山﨑 隼多



筑
波
大
学
科
学
技
術
週
間⽛
キ
ッ
ズ
･ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
⽜

⚔
月
23
日
、
科
学
技
術
週
間
の

イ
ベ
ン
ト
⽛
筑
波
大
学

キ
ッ

ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
⽜
を
実
施

し
ま
し
た
。⽛
科
学
の
面
白
さ
や

大
学
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
⽜
を
目
的
と
し
た
、
特
別
授

業
、
観
察
ツ
ア
ー
等
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
は
、
大
人
向
け
に
⽛
キ
ッ

ズ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
附
属
お
と
な

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
⽜
と
題
し
た
企

画
も
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
か
ら
毎
年
配
布
し
て
い
る
⽛
学
生
証
⽜（
有
効
期
限
は

筑
波
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
）
は
今
年
も
好
評
で
、
300
名
以
上
の

キ
ッ
ズ
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
目

玉
は
、
大
学
教
員
に
よ
る
特
別
授
業
。
今
年
は
、
人
間
系
所
属
の

湯
川
進
太
郎
准
教
授
に
よ
る
⽛⽝
か
ら
だ
⽞
で
⽝
こ
こ
ろ
⽞
を
調
え

る
／
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
入
門
⽜（
こ
れ
が
、
お
と
な
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
授
業
）
と
、
体
育
系
所
属
の
高
木
英
樹
教
授
に
よ
る
⽛
ヒ

ト
は
ど
こ
ま
で
速
く
泳
げ
る
の
か
？
⽜
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
⚓
Ｄ
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
上
映
会
で
は
ロ
ビ
ー
に
大
き

な
エ
ア
ド
ー
ム
を
設
営
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
や
最
先
端

三
次
元
計
測
の
結
果
を
立
体
映
像
で
投
影
し
ま
し
た
。

⽛
筑
波
大
学
地
底
探
検
ツ
ア
ー
⽜
と
題
し
た
建
物
地
下
の
巨
大

空
間
ツ
ア
ー
は
、
募
集
人
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
っ
と

い
う
間
に
申
し
込
み
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
セ
キ
シ
ョ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
完
成
！

第
⚒
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
敷
設
工
事
が
完
了
し
、
⚔
月
27
日

に
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
、
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
⽛
筑

波
大
学
セ
キ
シ
ョ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
⽜
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
永
田
恭
介
学
長
を
は
じ
め
、
今
回
の
寄
付
者
で
あ
る

関
彰
商
事
株
式
会
社
の
関
正
樹
代
表
取
締
役
社
長
、
施
行
主
の
長

谷
川
体
育
施
設
株
式
会
社
の
森
川
司
代
表
取
締
役
社
長
ほ
か
、
本

学
の
教
職
員
・
学
生
な
ど
、
学
内
外
の
関
係
者
約
200
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
竣
工
式
で
は
、
関
正
夫
代
表
取
締
役
会
長
か
ら
⽛
地
域

に
根
付
い
た
企
業
と
し
て
大
学
に
協
力
で
き
て
こ
れ
以
上
の
喜
び

は
な
い
⽜
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
永
田
学
長
か
ら
は
⽛
授
業
・
課
外

活
動
で
の
活
用
は
も

ち
ろ
ん
、
で
き
る
限

り
市
民
に
開
放
し
て

い
き
た
い
⽜
と
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
後
の
始
蹴
式
で

は
、
永
田
学
長
が
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
ゴ

ー
ル
に
蹴
り
こ
み
、

シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る

と
関
係
者
か
ら
拍
手

喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
音
楽
の
祭
典

「
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

２
０
１
６
」
を
開
催
！

⽛
Ｇ
⚗
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
⽜（
⚕
月
15
日
～
17

日
開
催
）
の
前
夜
祭
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
⚕
月
14
日
に
大
学
会

館
に
て
本
学
と
Ｊ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

の
共
催
に
よ
る
初
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
音
楽
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
音
楽
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
ｍ

ｆ
ｌ
ｏ

の
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｌ
さ
ん
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
本
学
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
Ｃ

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ
株
式
会
社

代
表
の
森
川
亮
さ
ん
が
担
当
し
、

当
日
は
Ｍ
Ｃ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

本
学
学
生
が
昨
夏
の
構
想
段
階
か
ら
企
画
に
参
加
し
、
一
部
セ

ッ
シ
ョ
ン
等
の
演
出
、
本
学
ダ
ン
ス
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
屋

外
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
企
画
、
当
日
の
運
営
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
は
島
尻
安
伊
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
も

出
席
し
、
ラ
ジ
オ
生
放
送
に
出
演
さ
れ
る
な
ど
大
盛
況
の
う
ち
に

閉
幕
し
ま
し
た
。

国
際
植
物
の
日
関
連
イ
ベ
ン
ト⽛
筑
波
大
学
み
ど
り
散
歩
⽜

⚕
月
18
日
は
植
物
の
大
切
さ
や
植
物
科
学
の
面
白
さ
を
よ
り
多

く
の
人
々
と
と
も
に
見
直
し
て
共
有
す
る
た
め
の
⽛
国
際
植
物
の

日
⽜
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
本
学

で
は
22
日
に
⽛
筑
波
大
学
み
ど
り

散
歩
⽜
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
人
気
の
生
命
環
境
系
所
属
の

上
條
隆
志
教
授
に
よ
る
⽛
み
ど
り

散
歩
⽜
の
ほ
か
、
今
回
初
の
試
み

と
し
て
茨
城
県
内
の
高
校
生
に
よ

る
研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
県
立
日
立
第
一
高
等
学

校
、
県
立
竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
、

茗
溪
学
園
高
等
学
校
、
常
総
学
院

高
等
学
校
の
⚔
校
が
参
加
し
、
松
本
宏
生
命
環
境
系
長
か
ら
特
別

優
秀
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
茨
城
県
連
盟
か
ら
茨

城
県
第
18
団
と
茨
城
県
第
⚘
団
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
に

関
連
し
た
活
動
を
発
表
紹
介
し
ま
し

た
。
東
京
フ
ー
ド
株
式
会
社
は
今
年

も⽛
五
感
で
愉
し
む
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
⽜

展
を
実
施
し
、
カ
カ
オ
豆
の
産
地
の

違
い
に
よ
る
食
べ
比
べ
と
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
が
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

他
に
も
、
特
別
講
演
と
し
て
田
村

憲
司
教
授
の
⽛
森
林
と
土
壌
⽜
と
中

山
剛
准
教
授
の
⽛
藻
類
と
植
物
の
学

名
秘
話
⽜
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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筑
波
大
学
は
い
ま

筑
波
大
学
は
い
ま

国
際
植
物
の
日
関
連
イ
ベ
ン
ト

⽛
筑
波
大
学
み
ど
り
散
歩
⽜

国
際
植
物
の
日
関
連
イ
ベ
ン
ト⽛
筑
波
大
学
み
ど
り
散
歩
⽜

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
音
楽
の
祭
典

⽛
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

⚒
⚐
⚑
⚖
⽜
を
開
催
！

リュブリャーナ大学学長一行とスロベニア共和国
駐日大使との集合写真
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⿆山紫会（東京教育大学文学部史学科東洋史専攻
昭和34年入学）

と き 平成28年⚖月⚑日(水)～⚓日(金)
ところ 長野県下伊那昼神温泉 満蒙開拓平和記念館 高遠
我々昭和38年東洋史専攻卒業のクラスは山紫会と称し、毎年各地

持ち回りでクラス会を開いています。会の名称は、34年入学であり、
当時の担任は山登りがお好きだった中嶋敏先生で、しばしば⽛中嶋
登山教室⽜と名付け山行を共にさせていただいたことに由来します。

今年は、⚖月⚑日、⚒日と長野県下伊那の昼神温泉への旅となり
ました。

ここには満蒙開拓平和記念館があります。長野県は全国一開拓団
を送り出し、その中でも下伊那はトップで犠牲者も多数でした。

入学時14名だった仲間のうち、奈良部清満君を喪いましたが、他
はまずまず元気で今年も11名が参加。⚒日、⚓日は希望者⚗人で高
遠を見学。来年は東京の予定です。文・北原 明 写真・柴﨑正行
前列（座っている）左より 北原・山口・伊藤
後列（立っている）左より 柴崎・長谷川・中村・髙原・藤森・

早野・秋山・山㞢

⿆東京教育大学体育学部 昭和34年卒 神奈川の集い
と き 平成28年⚕月11日(水)
ところ 横浜 天吉にて
この集いは、川崎在住の同期会からスタート。現在の形になって

から各家庭持ち回りで実施したこともありました。もう40年以上に
なります。さすがに年齢を感じますが、皆さん頗るお元気です。今
年度、全員が傘寿を迎えるので、最終の集いにという意見も出まし
たが、結局継続することに。会員は現在13名。近況報告と幡ヶ谷の
思い出話に花が咲き、楽しい集いになりました。 写真・文 平野

左から竹信･佐藤･大塚･川口･星野･清水良･赤地･田中･平野

⿆東京教育大学英語学・英米文学専攻 昭和31年卒クラス会
と き 平成28年⚕月27日(金)
ところ 新宿高島屋14階⽛美先⽜
二年ぶりのつどいであったが前回と同じ⚙名の出席。メンバーは

固定化してきたものの、健康不安を口にしながら全員が実は元気で
八十代の生活を謳歌していた。 (幹事 古谷三郎)

（写真説明）
後列左から 倉持三郎、園城寺信一、川名幸雄、中田 修、古谷三郎
前列左から 岡野昌雄、諏訪秀隆、半谷順子、堀内康宏

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せ下さい。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで
撮影したものでも結構です。紙焼きでも、デジ
タルカメラの場合はデータをメールでお寄せい
ただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜
⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。会
の模様を紹介する文章は31字×⚕行以内でお願
い致します。





































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


⿆大塚人文地理学OB会
と き 平成28年⚖月26日(日)
ところ アルカディア市ヶ谷（私学会館）
東京文理科大学・東京教育大学・筑波大学で人文地理学を学び、

大学その他で研究と教育に携わってきた60歳以上の関東在住者を中
心とした交流会で。21名が参加しました。変わらぬ人文地理学に対
する熱意で、活気のある会になりました。

写真：内山幸久 記：田林 明
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桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆博報堂OB茗渓会
と き 平成28年⚓月30日(水)
ところ 神田錦町 テラススクエアビル
博報堂本社の現業部門は、昭和40年以降神田錦町􂇒􂇒有楽町􂇒􂇒丸の

内􂇒􂇒田町􂇒􂇒赤坂と移転し現在に至っている。昨年神田錦町の旧本社
跡地に住友などと共同で17階のオフィスビルが完成。その際、東京
都の要請により、昭和⚕年に重文の明治生命ビルを設計した岡田信
一郎氏による旧本社の本館部分を復元し、フードコートとしている。

この神田錦町の復元ビルで、未知の広告業界に飛び込んだ頃を懐
かしみながら懇親の花を咲かせた。 （長坂邦彦)

⿆東京教育大学文学部社会科学科 昭和32年卒 クラス会
と き 平成28年⚔月14日(木)
ところ 嘉ノ雅・茗渓館（茗渓会館）占春
傘寿を過ぎての久振りのクラス会、参加者は、卒寿を超えお元気

な暉峻衆三先生(経済)と学友10名(別項)です。まず、茗渓会筑波所
長の案内で、懐かしい大塚キャンパスと占春園を、各々の思い出を
胸に一巡した。懇親会は、新装なった茗渓会館占春にて各自の近況
報告で盛り上り、最後(？)にもう一度集まろうを合言葉に散会した。

出席者（□印幹事 文責・福岡一雄）
社会 ： 濱田 寛
法政 ： 五十嵐耕一 井上良一 渡辺 剛 福岡一雄
経済 ： 笠井ひろ子 加藤公男 河合明博 黒江輝雄 土屋道生

⿆東京教育大学体育学部 昭和33年卒 同期会
と き 平成28年⚕月16日(月)
ところ 新宿西口 栄寿司西口店
本年は30名の同期生が元気な顔を見せてくれた。
例年通り、皆、よく飲み、よく食べ、あちこちの車座で昔を今を

語り合い、時の経つのを忘れていた。
私共は、昨年で全員が傘寿を迎えているが、会場の盛り上がりは、

若く溌剌としていた昔を想い起こさせるものだった。来年も楽しみ
だ。 写真・渡辺悦男 記・渡部岑生

⿆三四会（東京教育大学 理学部 数学科 昭和34年卒）
と き 平成28年⚕月24日(火)
ところ 嘉ノ雅・茗渓館 占春
卒業して57年、49回目の集いになる。
遠路福岡、新潟、松本からを含めて、昨年より⚒人多い17人の出

席を得た。
今回の最大のテーマはこの会の存続についてであった。
会員の年齢が傘寿を超えたことと幹事のご苦労を考慮して残念な

がら今回で解散することになった。
この会の発足時は44人だったが、現在33人が何とか健在でいるこ

とを喜び合って解散した。 （文・写真 龍井昇治)

⿆東京教育大学農学部農業工学科 昭和37年卒 同期会
と き 平成28年⚕月10日(火)・11日(水)
ところ つくば市 オークラフロンティアホテルつくば
全員が喜寿を迎える年、幹事・田中の企画で筑波大学を訪ねた。

大学広報室の方に懇切なる案内を頂き、松本宏教授（生命環境系長）
からは時代の最先端を担う各学群の取り組み等の説明を受けた。気
分は学生時代に逆戻り、満ち足りた気持でキャンパスを後にした。

夕食会は、駒場、大塚、筑波の話が飛び交って盛会。再会を誓う。
（写真) 後列左から 後藤、水本、田中、松本教授、加藤、譚

たん

、榛葉
前列左から 柿下、川村（旧姓山田） （文：柿下)



Ｇ
⚗
記
念
シ
ン
ポ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト

伊
勢
志
摩
Ｇ
⚗
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
る
⚕
月
15
日
、
つ
く
ば
市

に
お
い
て
⽛
Ｇ
⚗
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
⽜（
会
場
・
つ
く
ば
国
際
会

議
場
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
高
校
⚔
校
（
竹
園
高
校
、

並
木
中
等
教
育
学
校
、
土
浦
一
高
、
茗
溪
学
園
高
校
）
か
ら
代
表

⚒
名
ず
つ
が
壇
上
に
、
フ
ロ
ア
に
も
多
く
の
中
学
生
高
校
生
が
席

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
中
学
生
高
校
生
90
名
（
希
望

者
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
江
崎
玲
於
奈
氏
ほ
か
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
の
講
演
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
貴
重
な
話
に
興
味
深
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
校
生
の
代
表
（
本
校
高
校
⚓

年
生
）
に
よ
り
、
事
前
に
行
わ
れ
た
⽛
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
科
学
技
術

サ
ミ
ッ
ト
⽜（
⚒
月
10
日
実
施
）
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
⽛
提
言

書
⽜
が
英
語
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
島
尻
安
伊
子
科
学
技
術
政
策
担

当
大
臣
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
国
の
大
臣
に
も
各
校
の

代
表
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
⚒
月
に
行
わ
れ
た
科
学
技
術
サ
ミ
ッ
ト
は
、
中
高
生
の

科
学
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の
声
を
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
述
の
高
校
の
代
表
者

⚘
名
に
Ｇ
⚗
を
構
成
す
る

国
・
地
域
出
身
の
筑
波
大

学
留
学
生
14
名
が
加
わ
り
、

模
擬
サ
ミ
ッ
ト
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
（
発
表
は
す

べ
て
英
語
）。

⽛
医
療
と
科
学
技
術
⽜

⽛
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
⽜⽛
宇
宙

開
発
と
工
学
⽜⽛
食
糧
と

科
学
技
術
⽜
の
⚔
テ
ー
マ

で
高
校
生
に
よ
る
発
表
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
留
学

生
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、⽛
科
学
技
術
は
人
類
を
幸
せ
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
⽜
と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め

て
⚕
月
⚕
月
の
⽛
提
言
書
⽜
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
･マ
レ
ー
シ
ア
高
校
生
来
校

⽛
教
育
ツ
ア
ー
⽜
と
し
て
茨
城
県
を
訪
れ
て
い

た
高
校
生
と
ス
タ
ッ
フ
26
名
が
、
⚖
月
⚑
日
に
来

校
し
交
流
を
し
ま
し
た
。
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、

高
校
⚒
年
生
の
英
語
授
業
に
参
加
し
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
分
か
れ
て
マ
レ
ー
シ
ア
や
日
本
に
つ
い
て
、

学
校
生
活
の
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
話
題
で
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

授
業
の
後
の
校
内
見
学
の
時
に
は
、
日
本
の
高
校
や
本
校
の
教

育
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
高

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
双
方
の
高
校

生
に
と
っ
て
、
互
い
の
文
化
や
生
活
を
直
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
、

有
意
義
な
交
流
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

文
化
祭
交
流
企
画
・
留
学
生
プ
レ
ゼ
ン

⚖
月
に
開
催
さ
れ
た
⽛
桐
創
祭
⽜（
本
校
の
文
化
祭
）
に
お
い
て
、

本
校
在
学
中

の
交
換
留
学

生
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
語

学
部
に
よ
る

桐
創
祭
恒
例

の
企
画
で
す

が
、
今
年
は
、

フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
ロ
ー
タ

リ
ー
留
学
生

と
、
タ
イ
か

ら
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
（
共
に
女
子
）
の
⚒
人
が
発
表
し
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
動
画
を
使
っ
て
の
日
本
語
に
よ
る
発
表
で
し

た
。
⚑
年
の
留
学
期
間
を
終
え
、
間
も
な
く
帰
国
す
る
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
留
学
生
に
と
っ
て
は
、
留
学
期
間
中
に
学
ん
だ
日
本
語
の

集
大
成
と
い
え
る
も
の
で
し
た
。
タ
イ
か
ら
の
留
学
生
は
⚔
月
に

来
た
ば
か
り
で
し
た
が
、
す
で
に
日
本
語
を
学
ん
で
き
て
い
て
、

こ
ち
ら
も
流
暢
な
日
本
語
で
の
発
表
で
し
た
。
質
問
に
も
日
本
語

で
答
え
日
本
語
力
の
高
さ
、
日
頃
の
努
力
の
あ
と
が
窺
わ
れ
ま
し

た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(⚕～⚖月）
【全国大会、インターハイ】
◎高校ラグビー部：①第17回全国選抜大会（⚔

月・熊谷市）予選リーグ⚑勝⚒敗、決勝トー
ナメント進出ならず ②第⚓回全国高等学校
⚗人制大会（県予選優勝）⚓年連続⚓回目出
場、⚗月16～18日東京・江戸川競技場他
◎中学ラグビー部：第⚗回全国中学ラグビー大
会・⚖年連続⚖回目出場、⚙月水戸市開催；
第67回関東中学ラグビー大会⚔年ぶり13回目
の優勝(※1)を果たし関東代表としての全国大
会出場

◎高校バドミントン部：男子ダブルス県大会⚒
位、インターハイ出場（岡山市開催⚘月⚘日
から）

【関東大会】（出場部活）
高校ラグビー部、中学ラグビー部（優勝）、高校
剣道部（男子団体）、高校バドミントン部（男女
団体、個人）、器械体操部、軟式野球部（⚗年ぶ
り⚒回目の優勝)⇒関東の軟式野球界には、作
新学院（全国優勝経験多く常に全国のトップク
ラスにある）を筆頭に強豪校が数多いが、この
作新学院を初戦で破り、勢いに乗って優勝を果
たした。全国大会（⚘月下旬西宮市開催）出場
には、北関東地区予選（⚘月初旬）があり、作
新学院は本校にとって越えなければならない大
きな壁となっている。今回の関東大会の対戦そ
して勝利は、全国大会に向けて貴重な経験、希
望も膨らむ。
※⚑ 中学ラグビー部の関東大会記録：1982年初出

場して以来35年連続出場。̓84年初優勝。今年、決
勝戦は東京の本郷中学との対戦、29-19で勝利。
13回目の優勝（準優勝は⚘回）果たす。̓11年より
⚖年連続で決勝戦進出、優勝⚓回、準優勝⚓回。
優勝13回は、慶応普通部19回（出場回数63回）に
次ぐ第⚒位の記録。

各国大臣らを前に提言書を読み上げる

自己紹介から始まり、趣味や遊び、生活習慣な
ど話題は広がりを見せた。

発表後のディスカッション。日本語での応答に
留学の成果が見えた。
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

追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

福井 保 07文図講習所 28・2・4
〒182-0006 調布市西つつじヶ丘1-17-14-502 三女 山下 康子
沖舘 壽郎 16文一 27・12・1
〒010-1421 秋田市仁井田本町6-4-27-ⅢＡ-3号室 長男 沖舘 洋
山内 浩 17理二 28・2・22
〒862-0923 熊本市東区東京塚町8-25 妻 山内 慶子
鷲見 義郎 18文図講習所 28・4・17
〒615-0033 京都市右京区西院寿町25 長女 二保 孝子
小倉 基弘 19文三 28・3・31
〒182-0021 調布市調布ヶ丘3-39-11-209 長男 小倉 基義
熊澤 淡 19理一 28・2・23
〒763-0052 丸亀市津森町1190-14 姪 西川友見子
寺澤 文晴 19農教 27・8・26
〒120-0003 足立区東和3-6-8 長男 寺澤 賢
高橋 雅雄 20臨物象 27・11・8
〒347-0054 加須市不動岡1978 長男 高橋 広晃
寺崎 主税 22理四 27・11・30
〒322-0048 鹿沼市村井町256-6 長男 寺崎 明男
今村 義正 22体専臨 28・4・4
〒252-0324 相模原市南区相武台2-2-2 長女 峰尾 充江
小梶幸三郎 23文四 28・2・22
〒527-0013 東近江市東中野町1-4 長男 小梶 健一
杉野 卓治 23理三 28・6・10
〒510-0304 津市河芸町上野131-3 長男 杉野 裕治
鈴木 健一 23理三 28・3・19
〒168-0082 杉並区久我山4-33-22 長女 東方理恵子
井上 元二 23体 28・2・28
〒523-0043 近江八幡市池田本町930-80 次女 足立 尊子
小坂 泰一 24理一 28・3・5
〒981-8006 仙台市泉区黒松1-11-13 長男 小坂 博信
田中 文盛 25大倫 27・12・16
〒133-0051 江戸川区北小岩5-27-16 長男 田中 文雄
中山 欣司 26文三 28・4・23
〒326-0814 足利市通2-2739 妻 中山 孝子

吉堀 菊雄 26文三 28・4・11
〒236-0011 横浜市金沢区長浜1-7-12 長男 吉堀 卓也
松澤 徳雄 27文一 28・1・9
〒398-0002 大町市大町2604-1 長男 松澤 猛男
松平 尚 27理二 27・3・24
〒350-0043 川越市新富町5-3-6 妻 松平 照子
𠮷𠮷田 宗茂 28教大日史 27・12・13
〒174-0041 板橋区舟渡1-12-1 妻 𠮷𠮷田 清子
佐藤 俊雄 28教大東文 28・2・4
〒243-0412 海老名市浜田町3-9 長女 大内 雅子
小泉 晴一 30教大植 28・4・4
〒196-0012 昭島市つつじが丘3-2-3-505 長男 小泉 淳
比企 好弘 31教大心 28・5・12
〒254-0051 平塚市豊原町30-2 妻 比企 陽子
長田 一臣 32教大体 28・2・28
〒158-0081 世田谷区深沢8-9-12-601 妻 長田 和子
古藤 昭子 32教大体 28・4・18
〒164-0011 中野区中央1-43-15-501 夫 古藤 髙良
鮫島 新一 32教大健 28・3・6
〒196-0014 昭島市田中町3-2-17-2 妻 鮫島 フミ
神 文雄 33教大体 28・1・14
〒703-8241 岡山市中区高島新屋敷322-1 妻 神 章子
西勝 忠男 34院修哲 28・3・24
〒354-0031 富士見市勝瀬3369-1205 妻 西勝 和子
喜多村 望 34教大健 28・4・15
〒690-0823 松江市西川津町3376-12 妻 喜多村嵯夜子
森岡 直樹 37教大健 28・5・12
〒061-1146 北広島市高台町6-1-3 妻 森岡かほる
尾﨑 弘明 38教大農 28・2・13
〒981-8002 仙台市泉区南光台南1-8-14 妻 尾﨑美智子
衣斐 基夫 41教大健 28・3・6
〒503-0015 大垣市林町3-179-1 妻 衣斐 篤子
小森章二郎 47教大武 28・3・3
〒703-8255 岡山市中区東川原273-25 妻 小森 順子

茗渓会担当：上席執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  
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ら
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⽛
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
⽜
掲
載
漏
れ
の
お
詫
び
と
追
記

本
誌
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⚘
⚙
号
Ｐ
17
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茗
渓
フ
ェ
ロ
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追
記
致
し

ま
す
。

相
澤
鎮
夫
様

武
井
秀
一
様

西
山
弘
子
様

26

平
成
28
年
⚗
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

•
今
回
は
特
集
を
三
つ
組
み
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
第
⚕
回
代
議

員
総
会
に
関
す
る
も
の
で
す
。
二
つ
目
は
、
筑
波
大
学
附
属
学

校
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
今
回
は
、
視
覚
特
別
支
援
学
校
か
ら
原

稿
を
い
た
だ
き
掲
載
致
し
ま
し
た
。
次
号
は
シ
リ
ー
ズ
第
5
回

と
し
て
坂
戸
高
等
学
校
、
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
桐
が
丘
特
別

支
援
学
校
に
原
稿
を
お
願
い
し
掲
載
し
ま
す
。
三
つ
目
は
、
社

会
貢
献
で
活
躍
す
る
人
々
と
し
て
、
お
二
人
の
方
に
活
躍
の
様

子
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
個
人
的
な
こ
と
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
⚑
⚐
⚔
⚖
号
(平
成
17

年
夏
号
)か
ら
今
号
(⚑
⚐
⚙
⚐
号
)ま
で
11
年
⚔
ケ
月
の
間
、

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
の
編
集
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
陰
で
任
務
を
果
た
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
編
集
に
関
し

て
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
大
勝
信
明
前
理
事
と
神
林
喬
前

理
事
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
編
集
後
記
を
45
回
書
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
編
集

担
当
は
前
田
三
郎
に
交
代
し
ま
す
。

（
髙
原

將
)

表
紙
の
言
葉
デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

梅
雨
時
期
の
晴
れ
間
は
、
ひ
と
き
わ
美
し
い
。
昨
夕
は
筑

波
市
内
か
ら
日
光
連
山
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。
写
真
は
筑

波
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桐
葉
橋
で
あ
る
。
新
学
期
の
朝
な
ど

渋
滞
す
る
ほ
ど
混
み
合
う
が
、
⚖
月
半
ば
に
も
な
る
と
、
だ

い
ぶ
落
ち
着
く
。
橋
後
方
の
建
物
は
大
学
会
舘
で
あ
る
。
桐

葉
の
文
字
を
見
る
と
、
き
り
〜
の
は
〜
は
…
と
宣
揚
歌
を
思

う
の
は
運
動
部
の
学
生
か
、
相
当
年
配
の
教
職
員
に
ち
が
い

な
い
。
そ
う
い
え
ば
、
教
育
大
の
祭
は
桐
葉
祭
と
い
い
、
⚕

月
末
か
⚖
月
の
初
め
こ
ろ
に
行
わ
れ
て
い
た
。
芸
術
の
小
生

た
ち
は
そ
の
準
備
た
め
に
⚑
週
間
程
大
学
に
寝
泊
ま
り
し
た
。

そ
の
間
、
Ｅ
館
の
ま
わ
り
を
毎
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
グ
ル
ー

プ
あ
っ
て
、
⚔
階
か
ら
眺
め
た
そ
の
絵
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

半
世
紀
も
前
の
モ
ノ
ク
ロ
の
想
い
出
で
あ
る
。
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広

報

瑞
宝
中
綬
章

礒
谷

誠
一

35
教
大
健
康

37
教
大
専
攻
科

(佐

賀
)

小
林

厳
雄

34
教
大
地
鉱
物

36
院
修
地
鉱
物

(新

潟
)

笹
田

昭
三

31
教
大
数
学

(兵

庫
)

佐
藤

雄
介

34
教
大
工
芸

(愛

知
)

末
永

政
治

34
教
大
体
育

(鹿
児
島
)

千
代

正
明

45
図
短
大
特
養

(神
奈
川
)

山
根

成
之

34
教
大
体
育

(鳥

取
)

旭
日
小
綬
章

桜
井

直
紀

42
教
大
応
用
数
学

(群

馬
)

瑞
宝
小
綬
章

石
川

和
昭

40
教
大
体
育

(東

京
)

磯
田

富
弘

39
教
大
体
育

(三

重
)

日
下
部
高
明

34
教
大
地
学

(栃

木
)

久
原

建

36
教
大
体
育

(佐

賀
)

甲
田

充
彦

48
教
大
体
育

(東

京
)

柴
崎

茂
夫

26
高
師
理
二

(千

葉
)

清
水

進
一

43
教
大
数
学

(神
奈
川
)

堀
江

肇

51
教
大
研
究
生

(栃

木
)

松
永

幸
夫

26
高
師
理
一

(神
奈
川
)

東
京
都
以
外
の
瑞
宝
小
綬
章
は
、
毎
回
、
地
域
組
織
（
以
前
の

支
部
）
に
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
の
は
11
県
で
し
た
。
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平
成
二
十
八
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
）

月

日

地
域
名

理

事

月

日

地
域
名

理

事

6
月
4
日

大

阪

江

田

6
月
15
日

筑
波
大

西

川

6
月
26
日

長

野

宮

尾

7
月
2
目

神
奈
川

川

田

7
月
2
日

新

潟

高

野

7
月
2
日

群

馬

高

橋

7
月
2
日

栃

木

佐

藤

7
月
2
目

奈

良

江

田

7
月
3
日

静

岡

川

田

7
月
3
日

愛

媛

西

川

7
月
3
日

千

葉

百

瀬

7
月
3
日

愛

知

井

口

7
月
3
目

茨

城

五
味
田

7
月
9
目

富

山

高

橋

7
月
9
日

福

岡

江

田

7
月
16
目

山

梨

高

野

7
月
17
日

三

重

江

田



聖 徳 大 学 大学院

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬55
電話 047-365-1111(代表)

E-mail : akifuji @ seitoku. ac. jp

言語文化
研究科長 藤原 保明 􎜁􎜁昭48教修英

平⚓筑博文言 􎜑􎜑

経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 􎜁􎜁体育専門学郡

2004年卒 􎜑􎜑

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 􎜁􎜁昭和57筑基工 􎜑􎜑
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室
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桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）



平成28年度公開行事

9月 3日（土）　高校受験生見学会

10月22日（土）　学園入試説明会

10月25日（火）～10月30日（日）

　　　　　　　　茗溪学園美術展

会場：茨城県つくば美術館


